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面付け移動

　青森県最大規模の採卵養鶏場である三沢市の有限会社

東北ファーム。国内で高病原性鳥インフルエンザ（以下、鳥

インフルエンザ）が猛威を振るった2022年に、同社も農場

の全139万羽を殺処分する創業以来の危機に襲われた。そ

れでも、ショックに沈むことなく「ピンチの裏にチャンスあり」と

懸命に供給を続けた。教訓を生かし、衛生対策では全国初

の「農場の分割管理」を導入し、今後の危機に備える。自社

ブランド卵「味乙女（あじおとめ）」を使ったスイーツなどの

加工品販売事業も軌道に乗せ、今年度の売り上げは、鳥イ

ンフルエンザ発生前と同程度までＶ字回復の見込みだ。

鳥イン
フルエン

ザの脅威を
教訓に

鳥イン
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ザの脅威を
教訓に

全国初
の「農場の

分割管理」で先進的経営

全国初
の「農場の

分割管理」で先進的経営

農場の東側に
太平洋が見える

一生懸命

青森県三沢市

Ⅰ

東北ファーム

鳥インフルエンザ
からの復活を
一緒に学ぼう！

t�hoku 
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青森県
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2024年４月に、「ちくさんクラブ21」と畜産総合メディア「ＪＡＣＣネット」のホームページ
リニューアルに加え、ＬＩＮＥ公式アカウントを開設しました。使いやすくなったＷＥＢ
メディアを通じて、畜産の“今”をタイムリーにお届けします。ぜひご活用ください。

JA全農が
お届けする 畜産情報WEBメディアが

リニューアルしました！

ワンクリックで
アンケートに
簡単アクセス！

畜産物相場・
飼料情勢など
畜産情報を
毎月発信して
います！

畜種・
キーワードなど
知りたい記事を
検索できる！

最新号をいつでも
読めます！

あなたの
“知りたい”
に答えます

ちくさんクラブ21＆JACCネット

LINE公式アカウント開設‼ 友だち登録はこちらから！

ちくさんクラブ21のホームページでは、WEB限定公開の
記事を定期的に配信しています。WEB限定記事を含む全記
事を無料でお読みいただけます。ぜひご覧ください。

WEB限定記事のお知らせ 　　LINEではWEB限定記事の公開と
セミナー情報をお知らせしています
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い
」
と
仕
入
れ
販
売
事
業
を
始

め
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
県
内
だ
け
で
な
く
、

新
潟
県
に
開
設
し
た
営
業
所
も
フ
ル
稼
働
さ

せ
、
供
給
量
を
確
保
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
事

業
の
拡
大
へ
、
仕
入
れ
た
卵
の
選
別
や
品
質

管
理
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
」
と
話
す
。

　
農
場
で
は
、
再
発
防
止
に
向
け
新
た
な
衛
生

管
理
方
法
を
検
討
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

青
森
県
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
提
案
さ

れ
た
の
が
、
農
場
の
分
割
管
理
だ
っ
た
。

　
分
割
管
理
は
、
農
場
を
複
数
の
衛
生
管
理
区

域
に
分
け
、
各
区
域
を
一
つ
の
農
場
と
み
な
し

て
設
備
や
飼
養
管
理
者
を
独
立
さ
せ
る
管
理
方

法
だ
。
一
つ
の
区
域
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

　
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
に
太
平
洋
を

望
む
三
沢
市
。
冬
は
、
北
国
と
し
て
は
降
雪
が

少
な
い
地
域
だ
。
2
0
2
2
年
12
月
、
㈲
東
北

フ
ァ
ー
ム
第
４
農
場
の
鶏
舎
の
鶏
の
死
亡
原
因

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
判
明
し
た
の

も
、
雪
の
な
い
寒
い
日
だ
っ
た
。
１
９
６
６
年

の
創
業
か
ら
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た

同
社
も
初
め
て
迎
え
た
事
態
。
経
営
陣
ら
が
集

ま
っ
た
会
議
室
で
、
社
長
の
山
本
彌
一
さ
ん

（
81
）
は
「
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
彌
一
さ
ん
の
長
男
で
、
飼
養
管
理
を
担
当
す

る
専
務
の
山
本
高
久
さ
ん
（
52
）
は
「
感
染

対
策
は
万
全
を
期
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
同
社
は
4
農
場
全
て
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス

鶏
舎
を
導
入
し
て
野
鳥
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、

人
の
出
入
り
時
に
は
消
毒
を
徹
底
。
20
年
に
は

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
も

受
け
、
衛
生
管
理
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
殺
処
分
が
完
了
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
16
日

後
。
１
農
場
で
1
3
9
万
羽
の
処
分
は
国
内
で

は
過
去
最
多
だ
っ
た
。

　
一
度
途
絶
え
た
販
路
は
簡
単
に
は
戻
ら
な

い
。
喫
緊
の
課
題
は
、
取
引
先
に
卵
を
供
給
し

続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
し
た
の
が
、
「
生

産
だ
け
で
は
何
か
あ
っ
た
時
に
対
処
が
難
し

ど
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
、
他
の
区

域
は
殺
処
分
を
避
け
ら
れ
、
卵
を
安
定
供
給
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
人
や
物
の
出

入
り
が
多
く
な
る
大
規
模
農
場
で
は
、
施
設
や

飼
養
管
理
を
区
域
ご
と
に
完
全
に
分
け
る
こ
と

で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
効
果
が
見
込
め
る
。

　
た
だ
、
導
入
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
。

区
域
ご
と
に
消
毒
設
備
、
更
衣
室
、
車
両
な
ど

を
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
ご
と
に
フ
ェ
ン

ス
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
経

営
判
断
を
強
い
ら
れ
た
が
、
「
予
防
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
痛
感
し
た
同
社
は
分
割
管
理
の
導

入
を
決
め
た
。

　
当
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
な
く
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
家
畜
保
健
衛

生
所
と
相
談
し
な
が
ら
管
理
体
制
の
構
築
を
進

め
た
。
23
年
9
月
に
農
水
省
が
「
農
場
の
分
割

管
理
に
当
た
っ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
。
同
社
も
独
自
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
国

の
助
成
も
活
用
し
、
同
11
月
か
ら
分
割
管
理
を

始
め
た
。
同
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
初
の
導
入

事
例
と
な
っ
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
全
国
に
先
駆

け
て
始
め
る
こ
と
で
、
他
の
農
場
の
参
考
に
な

れ
ば
良
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
」
と
話
す
。

今
で
は
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
同
社
は
元
々
、
鶏
舎
群
ご
と
に
卵
の
選
別
・

包
装
施
設
（
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
）
を
分
け
て
い
た

た
め
、
３
カ
所
の
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
衛
生

管
理
区
域
を
設
定
し
た
。
区
域
ご
と
に
車
両
や

消
毒
ゲ
ー
ト
、
機
材
、
重
機
、
服
、
長
靴
な
ど

を
用
意
。
た
だ
、

機
械
部
品
や
特

飼養管理を
担当

殊
機
械
の
倉
庫
を
全
て
に
配
置
す
る
の
は
難
し

い
た
め
、
や
む
を
得
ず
共
同
倉
庫
な
ど
か
ら
物

品
を
持
ち
込
む
際
は
消
毒
を
徹
底
す
る
。
従
業

員
の
休
憩
室
や
堆
肥
舎
も
区
域
ご
と
に
配
置

し
、
共
同
利
用
を
禁
止
し
た
。
飼
養
管
理
者
は

原
則
と
し
て
同
じ
日
に
区
域
間
の
移
動
は
し
な

い
。
生
産
部
の
石
橋
浩
二
部
長
は
「
一
番
大
変

だ
っ
た
の
は
人
の
配
置
で
し
た
」
と
言
う
。
全

区
域
に
専
属
の
人
員
を
配
置
で
き
な
い
中
で
、

同
日
に
区
域
間
で
人
の
移
動
を
せ
ず
に
管
理
で

き
る
よ
う
細
か
な
作
業
計
画
が
求
め
ら
れ
た
。

　
効
果
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
表
れ
た
。
全
国
初

の
分
割
管
理
に
よ
り
衛
生
管
理
へ
の
意
識
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
。
飼
養
羽
数
は
24
年
に
1
1
7
万
羽
ま

で
回
復
。
売
り
上
げ
は
、
23
年
度
に
前
年
度
の

半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
24
年
度
に
ほ
ぼ

回
復
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
５
年
後
に
は
子
会

社
な
ど
も
含
め
て
3
0
0
万
羽
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
層
の
規
模
拡
大
に
向
け
、
同
社
が
重
視
す

る
の
が
、人
材
の
定
着
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
だ
。

　
人
材
は
地
元
の
若
者
を
積
極
的
に
採
用
し
、

従
業
員
1
5
0
人
の
う
ち
4
割
が

30
代
以
下
と
若
い
力
が
活
躍
す
る
。Ｊ
Ａ
全
農

く
み
あ
い
飼
料
㈱
の
矢
島
拓
也
課
長
は
「
事
務

所
が
き
れ
い
で
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、

地
元
で
働
き
た
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在

だ
」
と
話
す
。
高
久
さ
ん
は
「
社
員
が
楽
し
め

る
研
修
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
会
社
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

　
従
業
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
産
現
場
で

は
集
卵
や
パ
ッ
キ
ン
グ
の
自
動
化
を
進
め
る
。

負
担
の
大
き
い
作
業
を
聞
き
取
り
、
業
界
初
の

自
動
箱
詰
め
機
や
段
ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
る
作

業
専
用
の
機
械
も
開
発
し
た
。
彌
一
さ
ん
の
次

男
で
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
常
務
の
山
本

泰
裕
さ
ん
（
50
）
は
「
将
来
の
採
用
難
と
規
模

拡
大
に
備
え
、
少
な
い
人
員
で
生
産
で
き
る
体

制
が
必
要
。
今
後
は
検
査
機
械
の
精
度
を
高
め

て
検
査
員
の
作
業
量
を
減
ら
し
た
い
」
と
展
望

す
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
は
「
味
乙
女
」
の
名
で
展
開
。
中

心
と
な
る
卵
「
味
乙
女
」
は
、
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
黄
身
が
特
徴
だ
。
く
せ
が
な
く
、

味
の
良
い
卵
を
目
指
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

E
な
ど
を
配
合
し
た
植
物
性
た
ん
ぱ
く
限
定

の
専
用
飼
料
な
ど
を
開
発
し
た
。
地
元
の
ス
ー

パ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
戦
略
で
、

ブ
ラ
ン
ド
を
根
付
か
せ
た
。

　
知
名
度
向
上
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
た
ま
ご
妖
精 

あ
じ
お
と
め
」を
つ
く
り
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
グ
ッ
ズ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。
17
年
に
完
成

し
た
総
合
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
、
作
業
の
全
て
を

２
階
か
ら
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
、
近
隣
小
学

校
か
ら
見
学
を
受
け
入
れ
る
。
自
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
泰
裕
さ
ん
は
「
良
い
も

の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
付
け
て

商
品
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
か

に
知
っ
て
も
ら
う
か
が
大
事
だ
」
と
強
調
す
る
。

　
新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の

加
工
品
を
開
発
。
商
品
は
三
沢
市
と
青
森
市

の
２
店
舗
の
直
売
店
「
A
J
I
O
T
O
M
E 

S
H
O
P
」
で
卵
と
共
に
直
接
販
売
。
24
年
4

月
に
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
の
商
業
施
設
に
新
装
開
店
し

た
青
森
市
の
あ
お
も
り
駅
前
店
で
は
、「
味
乙

女
」
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
。
１
番
人
気

の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ス
タ
ー
ド
シ
ュ
ー
は
毎
日
完

売
す
る
ほ
ど
だ
。

　
青
森
市
内
か
ら
親
子
で
来
店
し
た
30
代
の
男

性
は
「
評
判
を
聞
い
て
来
た
。
初
め
て
買
え
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
店
長
を
務
め

る
販
売
課
の
竹
本
樹
里
主
任
は
「
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
買
い
に
来
た
人
が
、
卵
を
一
緒
に

買
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
」
と
話
す
。

　「
消
費
者
が
求
め
る
も
の
は
日
々
変
わ
っ
て

い
く
。
常
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
、
挑
戦
す

る
、
養
鶏
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
た
い
」

と
話
す
泰
裕
さ
ん
。
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

へ
、
次
の
一
手
を
探
り
続
け
る
。

鳥インフルエンザ
発生時は
冷静な対応を
心がけました

農
場
の
分
割
管
理
で
備
え

新
た
な
顧
客
獲
得
も

Memo味乙女

創業以来の大ピンチ
仕入れ販売事業が奏功

鶏舎外側に直接つけるトラック

山本 彌一社長山本 高久専務石橋 浩二部長
生産部

分割管理の
人員配置に
苦労しました

鮮やかなオレンジ色の黄身。くせの
ないあっさりした味わい。

卵の特徴
ビタミンD、Eなどを配合した植物性
たんぱく限定の専用飼料など

飼料
分割管理を取り入れた高レベル
の衛生管理

飼育方法

農場の分割管理
メリット

●特定家畜伝染病（鳥インフルエンザなど）が発生した際
に、殺処分の対象を限定できる

●鳥インフルエンザなどの発生リスクを低減し、鶏卵の安定
供給に貢献

●ウイルスの侵入リスクおよび感染拡大の低減、衛生管理の
向上につながる

衛生管理が高評価！
新規顧客開拓に
つながった

鳥インフルエンザ発生時導入後導入前

フェンスで分ける集卵ベルト

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート更衣室

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

集卵施設 集卵施設 集卵施設

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

消毒ゲート
更衣室

安定した生産・
供給体制を確保
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ここをチェック！
151号では、アンケート回答者の中から
抽選で㈲東北ファームのドーナツが当た
ります！

店情報もぜひご覧ください。

い
」
と
仕
入
れ
販
売
事
業
を
始

め
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
県
内
だ
け
で
な
く
、

新
潟
県
に
開
設
し
た
営
業
所
も
フ
ル
稼
働
さ

せ
、
供
給
量
を
確
保
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
事

業
の
拡
大
へ
、
仕
入
れ
た
卵
の
選
別
や
品
質

管
理
な
ど
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
」
と
話
す
。

　
農
場
で
は
、
再
発
防
止
に
向
け
新
た
な
衛
生

管
理
方
法
を
検
討
し
た
。
今
後
の
対
策
と
し
て

青
森
県
十
和
田
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
提
案
さ

れ
た
の
が
、
農
場
の
分
割
管
理
だ
っ
た
。

　
分
割
管
理
は
、
農
場
を
複
数
の
衛
生
管
理
区

域
に
分
け
、
各
区
域
を
一
つ
の
農
場
と
み
な
し

て
設
備
や
飼
養
管
理
者
を
独
立
さ
せ
る
管
理
方

法
だ
。
一
つ
の
区
域
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

　
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
に
太
平
洋
を

望
む
三
沢
市
。
冬
は
、
北
国
と
し
て
は
降
雪
が

少
な
い
地
域
だ
。
2
0
2
2
年
12
月
、
㈲
東
北

フ
ァ
ー
ム
第
４
農
場
の
鶏
舎
の
鶏
の
死
亡
原
因

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
判
明
し
た
の

も
、
雪
の
な
い
寒
い
日
だ
っ
た
。
１
９
６
６
年

の
創
業
か
ら
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た

同
社
も
初
め
て
迎
え
た
事
態
。
経
営
陣
ら
が
集

ま
っ
た
会
議
室
で
、
社
長
の
山
本
彌
一
さ
ん

（
81
）
は
「
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
彌
一
さ
ん
の
長
男
で
、
飼
養
管
理
を
担
当
す

る
専
務
の
山
本
高
久
さ
ん
（
52
）
は
「
感
染

対
策
は
万
全
を
期
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
同
社
は
4
農
場
全
て
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス

鶏
舎
を
導
入
し
て
野
鳥
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、

人
の
出
入
り
時
に
は
消
毒
を
徹
底
。
20
年
に
は

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
の
認
証
も

受
け
、
衛
生
管
理
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
殺
処
分
が
完
了
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
16
日

後
。
１
農
場
で
1
3
9
万
羽
の
処
分
は
国
内
で

は
過
去
最
多
だ
っ
た
。

　
一
度
途
絶
え
た
販
路
は
簡
単
に
は
戻
ら
な

い
。
喫
緊
の
課
題
は
、
取
引
先
に
卵
を
供
給
し

続
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
し
た
の
が
、
「
生

産
だ
け
で
は
何
か
あ
っ
た
時
に
対
処
が
難
し

ど
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
、
他
の
区

域
は
殺
処
分
を
避
け
ら
れ
、
卵
を
安
定
供
給
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
人
や
物
の
出

入
り
が
多
く
な
る
大
規
模
農
場
で
は
、
施
設
や

飼
養
管
理
を
区
域
ご
と
に
完
全
に
分
け
る
こ
と

で
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
感
染

拡
大
を
防
ぐ
効
果
が
見
込
め
る
。

　
た
だ
、
導
入
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
。

区
域
ご
と
に
消
毒
設
備
、
更
衣
室
、
車
両
な
ど

を
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
区
域
ご
と
に
フ
ェ
ン

ス
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
経

営
判
断
を
強
い
ら
れ
た
が
、
「
予
防
に
は
限
界

が
あ
る
」
と
痛
感
し
た
同
社
は
分
割
管
理
の
導

入
を
決
め
た
。

　
当
初
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
な
く
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
家
畜
保
健
衛

生
所
と
相
談
し
な
が
ら
管
理
体
制
の
構
築
を
進

め
た
。
23
年
9
月
に
農
水
省
が
「
農
場
の
分
割

管
理
に
当
た
っ
て
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
。
同
社
も
独
自
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
国

の
助
成
も
活
用
し
、
同
11
月
か
ら
分
割
管
理
を

始
め
た
。
同
省
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
初
の
導
入

事
例
と
な
っ
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
全
国
に
先
駆

け
て
始
め
る
こ
と
で
、
他
の
農
場
の
参
考
に
な

れ
ば
良
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
」
と
話
す
。

今
で
は
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
同
社
は
元
々
、
鶏
舎
群
ご
と
に
卵
の
選
別
・

包
装
施
設
（
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
）
を
分
け
て
い
た

た
め
、
３
カ
所
の
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
衛
生

管
理
区
域
を
設
定
し
た
。
区
域
ご
と
に
車
両
や

消
毒
ゲ
ー
ト
、
機
材
、
重
機
、
服
、
長
靴
な
ど

を
用
意
。
た
だ
、

機
械
部
品
や
特

殊
機
械
の
倉
庫
を
全
て
に
配
置
す
る
の
は
難
し

い
た
め
、
や
む
を
得
ず
共
同
倉
庫
な
ど
か
ら
物

品
を
持
ち
込
む
際
は
消
毒
を
徹
底
す
る
。
従
業

員
の
休
憩
室
や
堆
肥
舎
も
区
域
ご
と
に
配
置

し
、
共
同
利
用
を
禁
止
し
た
。
飼
養
管
理
者
は

原
則
と
し
て
同
じ
日
に
区
域
間
の
移
動
は
し
な

い
。
生
産
部
の
石
橋
浩
二
部
長
は
「
一
番
大
変

だ
っ
た
の
は
人
の
配
置
で
し
た
」
と
言
う
。
全

区
域
に
専
属
の
人
員
を
配
置
で
き
な
い
中
で
、

同
日
に
区
域
間
で
人
の
移
動
を
せ
ず
に
管
理
で

き
る
よ
う
細
か
な
作
業
計
画
が
求
め
ら
れ
た
。

　
効
果
は
意
外
な
と
こ
ろ
で
表
れ
た
。
全
国
初

の
分
割
管
理
に
よ
り
衛
生
管
理
へ
の
意
識
の
高

さ
が
評
価
さ
れ
、
新
た
な
顧
客
獲
得
に
つ
な

が
っ
た
。
飼
養
羽
数
は
24
年
に
1
1
7
万
羽
ま

で
回
復
。
売
り
上
げ
は
、
23
年
度
に
前
年
度
の

半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
24
年
度
に
ほ
ぼ

回
復
し
た
。
彌
一
さ
ん
は
「
５
年
後
に
は
子
会

社
な
ど
も
含
め
て
3
0
0
万
羽
を
目
指
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
層
の
規
模
拡
大
に
向
け
、
同
社
が
重
視
す

る
の
が
、人
材
の
定
着
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
だ
。

　
人
材
は
地
元
の
若
者
を
積
極
的
に
採
用
し
、

従
業
員
1
5
0
人
の
う
ち
4
割
が

30
代
以
下
と
若
い
力
が
活
躍
す
る
。Ｊ
Ａ
全
農

く
み
あ
い
飼
料
㈱
の
矢
島
拓
也
課
長
は
「
事
務

所
が
き
れ
い
で
福
利
厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、

地
元
で
働
き
た
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な
存
在

だ
」
と
話
す
。
高
久
さ
ん
は
「
社
員
が
楽
し
め

る
研
修
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
会
社
に
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

　
従
業
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
生
産
現
場
で

は
集
卵
や
パ
ッ
キ
ン
グ
の
自
動
化
を
進
め
る
。

負
担
の
大
き
い
作
業
を
聞
き
取
り
、
業
界
初
の

自
動
箱
詰
め
機
や
段
ボ
ー
ル
を
積
み
上
げ
る
作

業
専
用
の
機
械
も
開
発
し
た
。
彌
一
さ
ん
の
次

男
で
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
を
担
当
す
る
常
務
の
山
本

泰
裕
さ
ん
（
50
）
は
「
将
来
の
採
用
難
と
規
模

拡
大
に
備
え
、
少
な
い
人
員
で
生
産
で
き
る
体

制
が
必
要
。
今
後
は
検
査
機
械
の
精
度
を
高
め

て
検
査
員
の
作
業
量
を
減
ら
し
た
い
」
と
展
望

す
る
。

目指すのは
養鶏業界の
パイオニア！

　
ブ
ラ
ン
ド
は
「
味
乙
女
」
の
名
で
展
開
。
中

心
と
な
る
卵
「
味
乙
女
」
は
、
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
黄
身
が
特
徴
だ
。
く
せ
が
な
く
、

味
の
良
い
卵
を
目
指
し
て
Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、

E
な
ど
を
配
合
し
た
植
物
性
た
ん
ぱ
く
限
定

の
専
用
飼
料
な
ど
を
開
発
し
た
。
地
元
の
ス
ー

パ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
戦
略
で
、

ブ
ラ
ン
ド
を
根
付
か
せ
た
。

　
知
名
度
向
上
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
た
ま
ご
妖
精 

あ
じ
お
と
め
」を
つ
く
り
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
放
映
、
配
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
、
グ
ッ
ズ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。
17
年
に
完
成

し
た
総
合
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
、
作
業
の
全
て
を

２
階
か
ら
一
望
で
き
る
よ
う
に
し
、
近
隣
小
学

校
か
ら
見
学
を
受
け
入
れ
る
。
自
ら
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
泰
裕
さ
ん
は
「
良
い
も

の
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
付
け
て

商
品
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
か

に
知
っ
て
も
ら
う
か
が
大
事
だ
」
と
強
調
す
る
。

　
新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の

加
工
品
を
開
発
。
商
品
は
三
沢
市
と
青
森
市

の
２
店
舗
の
直
売
店
「
A
J
I
O
T
O
M
E 

S
H
O
P
」
で
卵
と
共
に
直
接
販
売
。
24
年
4

月
に
Ｊ
Ｒ
青
森
駅
の
商
業
施
設
に
新
装
開
店
し

た
青
森
市
の
あ
お
も
り
駅
前
店
で
は
、「
味
乙

女
」
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
や
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
で
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
。
１
番
人
気

の
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ス
タ
ー
ド
シ
ュ
ー
は
毎
日
完

売
す
る
ほ
ど
だ
。

　
青
森
市
内
か
ら
親
子
で
来
店
し
た
30
代
の
男

性
は
「
評
判
を
聞
い
て
来
た
。
初
め
て
買
え
て

う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
店
長
を
務
め

る
販
売
課
の
竹
本
樹
里
主
任
は
「
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
買
い
に
来
た
人
が
、
卵
を
一
緒
に

買
っ
て
い
く
こ
と
も
多
い
」
と
話
す
。

　「
消
費
者
が
求
め
る
も
の
は
日
々
変
わ
っ
て

い
く
。
常
に
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
、
挑
戦
す

る
、
養
鶏
業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
た
い
」

と
話
す
泰
裕
さ
ん
。
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

へ
、
次
の
一
手
を
探
り
続
け
る
。

左から、JA全農くみあい飼料㈱の矢島拓也課長、
㈲東北ファームの泰裕さん、同品質管理部の高見澤弘明次長、
同第三GPセンター工場長の新舘優太さん

機械と人の手を使って

パッキングする

より良い生産
・

管理へ、

議論を展開

黄身色鮮やかな
「おいしい」と「しあわせ」を食卓へ

スイーツ「味乙女」

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化

消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

山本 泰裕常務

卵の選別・包装施設（ＧＰセンター）
機械化で作業負担を軽減する

業界初の段ボールを積み上げる
作業専用の機械を開発した

一番人気のプレミアムカスタードシュー。コクのあるクリームが自慢！

「た
まご妖精　あじお

とめ」を発見！イメー
ジキャラクター

AJIOTOME SHOP
あおもり駅前店

口コミが広がり来店する人も！

「パイコロネ」
ヒヨ
コがかわいい

「たまごロールケーキ」

もっちり生地の

詳細は42ページへ
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宮
城
県
が
６
年
連
続
の
名
誉
賞
獲
得

Ｊ
Ａ
全
農
は
６
月
28
日
、東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
で「
第
26
回
全
農
肉

牛
枝
肉
共
励
会
」を
開
催
し
た
。全
国
19
都
県
か
ら
３
３
８
頭
が
出
品
さ
れ
、宮

城
県・Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
の
及
川
勝
さ
ん（
54
）の
出
品
牛（
和
牛・去
勢
）が
最
高

位
の
名
誉
賞
に
輝
き
、同
県
勢
が
６
連
覇
を
達
成
し
た
。和
牛
去
勢
の
部
、和
牛
雌

の
部
、交
雑
種
の
部
の
最
優
秀
賞
は
、栃
木
県
勢
が
３
部
門
を
独
占
し
た
。

　
審
査
講
評
を
述
べ
た
早
瀬
政
貴
審
査
委
員

（
東
京
食
肉
市
場
株
式
会
社
牛
肉
営
業
部
部

長
）は
、和
牛
去
勢
の
歩
留
基
準
値
の
平
均
が

78・４
と
全
国
平
均
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
高
く
、脂

肪
交
雑
基
準（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）ナ
ン
バ
ー
の
平
均
は

　
共
励
会
に
は
、和
牛
去
勢
２
０
８
頭
、和
牛

雌
１
０
１
頭
、交
雑
種
29
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

肉
質
等
級
で
は
、和
牛
去
勢
の「
５
」等
級
の
割

合
が
93・８
％
、和
牛
雌
の「
５
」等
級
の
割
合
は

91
・１
％
、交
雑
種
の「
４
」等
級
以
上
の
割
合

は
62・０
％
。平
均
枝
肉
重
量
は
、和
牛
去
勢
５

８
６・０
㎏
、和
牛
雌
５
０
４・０
㎏
、交
雑
種

６
２
５・０
㎏
だ
っ
た
。

10
・７
と
昨
年
よ
り
０・１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

「
素
晴
ら
し
い
結
果
」と
た
た
え
た
。

　
枝
肉
重
量
と
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
正
の
相
関
に
あ
り
、

大
き
く
育
て
れ
ば
格
付
け
成
績
の
向
上
が
期

待
で
き
る
と
説
明
。ケ
ガ
や
事
故
が
な
く
健
康

に
大
き
く
育
て
、枝
肉
重
量
を
し
っ
か
り
確
保

す
る
こ
と
は
、肥
育
経
営
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
と
し
た
。

　
和
牛
雌
に
つ
い
て
は
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
の
平

均
が
10・５
と
昨
年
よ
り
０・６
ポ
イ
ン
ト
下
げ

て
い
る
が
、「
依
然
と
し
て
高
い
数
値
を
維
持

し
て
お
り
、申
し
分
の
な
い
内
容
」と
話
し
た
。

雌
は
去
勢
に
比
べ
て
脂
肪
付
着
が
厚
く
な
る
特

徴
が
あ
り
、格
付
明
細
書
に
は
記
載
さ
れ
な
い

腰
の
部
分
の
脂
肪
付
着
は
購
買
者
の
評
価
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
、無
駄
な
脂
肪
が
付
き
す
ぎ
な

い
よ
う
に
、日
ご
ろ
の
飼
養
管
理
に
気
を
付
け

る
よ
う
に
要
請
し
た
。

　
交
雑
種
は
、雌
５
頭
の
平
均
枝
肉
重
量
は

昨
年
よ
り
27
・
２
㎏
減
の
５
６
４
・
４
㎏
、去

勢
24
頭
は
15
・２
㎏
減
の
６
３
７・９
㎏
。Ｂ
Ｍ

Ｓ
ナ
ン
バ
ー
５
以
上
は
62
・１
％
、肉
質
4
等
級

以
上
率
が
62
・０
％
と
、そ
れ
ぞ
れ
昨
年
よ
り

19
・
２
ポ
イ
ン
ト
、13
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い

る
が
、２
０
２
３
年
に
お
け
る
全
国
の
４
等
級

以
上
率
が
25・４
％
で
あ
る
の
で
、「
全
国
平
均

を
優
に
上
回
る
出
品
内
容
で
あ
っ
た
」と
評
価

し
た
。

　
名
誉
賞
を
受
賞
し
た
及
川
勝
さ
ん
の
出
品

牛
は
、父
が「
勝
早
桜
５
」、母
の
父
が「
美
国

桜
」、母
の
祖
父
が「
百
合
茂
」。枝
肉
重
量
は

５
９
０
㎏
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
12
、ロ
ー
ス
芯
面

積
99
㎠
、バ
ラ
の
厚
さ
10
・４㎝
、皮
下
脂
肪
の

厚
さ
１
・
８
㎝
、歩
留
基
準
値
80
・
２
。ロ
ー
ス

芯
の
形
状
や
僧
帽
筋
、広
背
筋
と
い
っ
た
か
ぶ

り
の
厚
み
、ま
た
腹
鋸
筋
を
含
め
た
筋
肉
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
う
か
が
え
、「
美
し

さ
と
全
体
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
を
兼
ね
備
え

た
、ま
さ
に
名
誉
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
上
が

り
」と
高
評
価
を
受
け
た
。

細
部
に
至
る
ま
で
脂
肪
交
雑
が
充
実

美
し
さ
と
ま
と
ま
り
の
良
さ
を
兼
備 ＪＡ全農から表彰される及川勝さん㊧と

畜産総合対策部の佐藤勧次長

第
26
回
全
農
肉
牛
枝
肉
共
励
会

購
買
者
は
高
い
歩
留
基
準
値
を
評
価

飼
養
管
理
の
徹
底
を
要
請

　子牛を購入するときは血統や皮膚の状態、
体型など注目する点がいくつかありますが、
なんといっても「よく食べる」牛であることが
重要だと思っています。しかし、よく見ていて
も導入した後で食べない牛もいるので、今回
はきめ細かな管理を徹底できたのが良かっ
たのだと思います。

第26回「全農肉牛枝肉共励会」入賞者一覧

宮城
栃木
栃木
栃木
岩手
栃木
宮崎
宮城
茨城
宮城
福島
栃木
栃木
石川
鳥取
茨城
山形
三重
佐賀
宮崎
茨城

名誉賞

最優秀賞

優秀賞

優良賞

及川　勝
佐藤　和徳
近藤　毅
手塚　由美
㈱髙田畜産

（同）早乙女ファーム
㈱壱岐ファーム
佐々木　敏朗
㈲和洋茨城牧場
千葉　哲雄
遠藤　峰雄
シノザキ牧場
（同）たむら畜産
平林　恵美子
野儀　弘子
㈲高萩畜産
片倉　雄一
なかお畜産㈱

中山牧場㈱上場農場
㈲アグテック
中村　浩幸

29
30
33
29
31
28
27
34
25
30
31
30
31
31
27
30
33
32
30
30
28

和
和
和
F1
和
和
和
和
F1
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
和
F1

去勢
去勢
雌
交
去勢
去勢
去勢
雌
交
去勢
去勢
去勢
去勢
去勢
去勢
去勢
雌
雌
雌
雌
交

勝早桜５
美津金幸
美国白清
北美津久
安亀忠
秋忠平
耕富士
竜見桜
北美津久
福之姫
幸紀雄
福之姫
紀多福
福之姫
白鵬85の３
福之姫
知恵久
福之姫
知恵久
白隆鵬
花勝久

美国桜
安福久
諒太郎
‐
福華1
美国桜
百合茂
安福久
‐
安福久
美国桜
安福久
安福久
幸紀雄
百合白清２
安福久
福増
幸紀雄
福之姫
美国桜
‐

百合茂
百合茂
百合茂
‐
安福久
安福久
安福久
第１花国
‐
勝忠平
百合茂
百合茂
平茂勝
安福久
安福久
平茂勝
美国桜
安福久
忠富士
安平照
‐

590
573
439
664
610
634
524
558
571
576
582
692
606
731
571
625
500
487
518
558
654

A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5
A5

8,007
5,037
5,054
2,584
2,903
2,901
3,124
3,208
1,903
3,148
3,000
2,707
2,800
2,688
2,949
3,012
2,781
3,883
3,112
3,141
1,902

80.2
79.5
79.2
72.0
83.2
81.4
79.9
79.5
76.0
80.0
80.4
79.1
80.9
82.6
81.9
79.8
84.0
78.0
80.4
81.2
73.2

12
12
12
10
12
12
12
12
10
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
8

産地褒賞 出品者名 肥育
期間 品種 性別 父 母の父

血統
母の祖父

枝肉重量
（㎏） 格付 枝肉単価

（円） 歩留基準値 BMS

及川 勝さん
宮城県 ＪＡみやぎ登米

名誉賞

　繁殖から肥育まで家族経営でやっていま
す。私と息子の２人が担当していて、2年前
（第24回）は優秀賞を受賞しました。あともう
一歩のところで最優秀賞を逃したので、今回
の受賞はとてもうれしいです。
   審査講評
　父「美津金幸」、母の父「安福久」、母の
祖父「百合茂」。ＢＭＳナンバー12、ロース芯
面積101㎠、歩留基準値79.5。体型、モモ
抜けなど名誉賞に勝るとも劣らない枝肉。

佐藤 和徳さん
栃木県 ＪＡなすの

最優秀賞
和牛去勢の部

㈱手塚畜産

最優秀賞
交雑種の部

　血統や体型など将来性を考えてヌレ子を
選定し、ストレスを与えないように基本に忠実
な飼養管理を徹底しています。また、夏場の
ビタミンAコントロールなど、季節の環境条件
に合わせた対策も心掛けました。
   審査講評
　交雑らしい体型だが、モモの肉付きが充
実しており、モモ抜けの良さなどが評価され
た。筋間や皮下脂肪には無駄がなく、バラン
スよく脂肪交雑が入っていた。

最優秀賞
和牛雌の部

　かつては宮城県で子牛を購入していまし
たが、血統や目指すべき肉質を見直し矢板
家畜市場に戻って購入したのが奏功しまし
た。受賞牛は佐藤和徳さんが育成した子牛
です。
   審査講評
　ＢＭＳナンバー12、肉の色沢（ＢＣＳ）ナン
バー４、切開面の充実した脂肪交雑に加え、
モモ抜けの良さなどを評価。雌らしい品の良
い体型で、綺麗な枝肉であった。

おい  かわ まさる

㈱近藤ファーム

手塚 正さん
栃木県 ＪＡしおのや

近藤 毅さん
栃木県 ＪＡおやま

さ　 とう かず　のり

て　 つか ただしこん　どう たけし
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高知県

　高知県で生産される生乳のおよそ４分の１を出荷する有限

会社川渕牧場。１９７２年に乳牛７頭で創業し、半世紀経た

ずに四国でトップクラスの年間出荷乳量４５００ｔを誇るメガ

ファームへと成長。ロボット搾乳機やストレスの少ない牛舎を

いち早く導入し、規模を拡大した。持続可能な開発目標（ＳＤ

Ｇｓ）という考え方が普及する以前からエコフィード（食品残

さから製造された飼料）や環境対策に取り組んできた同社。

親子３代で運営する牧場は、常に時代の先を見据えている。

川渕牧場
一生懸命

高知県高知市

Ⅱ

代表取締役：川渕容史さん

本社：高知県高知市針木西1323

従業員数：20人

飼養頭数：乾乳牛を含めた経産牛が約６５０頭。育成牛は
北海道の取引先へ年間１２０頭ほどを預託

年間出荷乳量：４５００t

有限会社 川渕牧場 HPはこちら

https://kawabuchi-bokujyo.
com/index.html

年間出荷
乳量から

すると

高知県民
の5人に1

人は

川渕牧場
の牛乳を

飲んでい
る

計算になる
ヨ！

Kawabuchi 
　　 f�m

　
㈲
川
渕
牧
場
は
、
高
知
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
わ
ず
か
15
分
ほ
ど
離
れ
た
中
山
間
地
域
に
あ

る
。
１
９
７
２
年
、
梨
農
家
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
取
締
役
会
長
の
川
渕
正
明
さ
ん
（
72
）

が
、
20
歳
の
時
に
乳
牛
７
頭
か
ら
始
め
た
。
牧

場
立
ち
上
げ
の
５
年
後
に
60
頭
、
１
９
９
３
年

に
は
１
２
０
頭
ま
で
搾
乳
頭
数
を
増
や
し
た
。

２
０
０
５
年
に
は
四
国
で
唯
一
と
な
る
32
枠
の

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
と
と
も
に
４
８
０
頭
規

模
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
を
新
築
。
２
０
２
４

年
春
か
ら
は
、
４
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
備

え
た
２
４
０
頭
規
模
の
新
築
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
で
の
生
産
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
飼
養
頭
数
は
乾
乳
牛
を
含
め
た
経
産

牛
が
約
６
５
０
頭
。
育
成
牛
は
北
海
道
の
取
引

先
へ
年
間
１
２
０
頭
ほ
ど
預
託
し
て
い
る
。
基

本
的
に
は
自
家
産
で
の
増
頭
に
努
め
て
い
る

が
、
さ
ら
に
初
妊
牛
を
１
５
０
頭
ほ
ど
導
入
す

る
計
画
が
あ
る
と
い
う
。

　
正
明
さ
ん
は
「
酪
農
家
を
志
し
た
の
は
果
樹

栽
培
よ
り
も
安
定
し
た
収
入
が
期
待
で
き
、
施

設
を
増
や
す
こ
と
で
規
模
拡
大
が
で
き
る
と
判

断
し
た
た
め
」と
話
す
。「
果
樹
栽
培
と
違
っ

て
従
業
員
を
通
年
雇
用
で
き
る
点
も
魅

力
を
感
じ
た
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、

土
地
が
な
け
れ
ば
規
模
拡
大
は
で
き
な
い
と
の

考
え
か
ら
、
何
人
も
の
地
権
者
と
直
接
交
渉
し
、

所
有
地
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
っ
た
。
飼
養
の

環
境
面
か
ら
も
牧
場
敷
地
は
広
い
方
が
良
く
、

施
設
の
大
型
化
を
推
し
進
め
て
き
た
。

　
創
業
当
時
は
４
ha
の
借
地
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
現
在
は
11 

　
の
土
地
を
所
有
す
る
。
購

入
し
た
土
地
に
牛
舎
な
ど
を
建
て
る
際
は
、
正

明
さ
ん
自
ら
が
重
機
を
操
っ
て
造
成
し
て
き

た
。
建
築
費
を
抑
え
る
目
的
も
あ
る
が
、「
牧

場
の
将
来
像
を
頭
に
描
き
な
が
ら
土
を
掘
り
返

す
の
が
好
き
だ
か
ら
」
と
い
う
。
２
０
２
４
年

に
完
成
し
た
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の
建
設
地

も
自
ら
汗
を
流
し
て
造
成
し
た
。

　
５
年
前
に
取
締
役
会
長
へ
退
き
、
長
男
の
容

史
さ
ん
（
47
）
に
経
営
を
委
ね
た
。
正
明
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
高
知
県
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
牛

飼
い
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
働
い
て
き
た
が
、

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
決
め
た
と

き
、
つ
な
ぎ
牛
舎
の
経
験
し
か
な

い
私
が
や
る
の
で
は
な
く
、
息
子

乳量・乳質に影響する
ストレスを可能な限り
排除した医食住を提供

息子、孫と一緒に
働けて嬉しいよ

川渕 正明会長

に
牧
場
を
任
せ
よ
う
と
思
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
た
だ
、
今
も
重
機
に
よ
る
造
成
作
業

は
正
明
さ
ん
が
担
当
す
る
。

　
現
在
の
運
営
方
針
で
あ
る
「
乳
牛
は
家
族
の

一
員
で
は
な
く
、
大
切
な
お
客
様
」
と
い
う
考

え
は
、
容
史
さ
ん
が
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ
過
程

で
得
た
気
付
き
を
言
語
化
し
た
も
の
だ
。

　「
私
た
ち
の
経
営
は
牛
か
ら
い
た
だ
い
た
生

乳
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
私
た
ち
が
何
か
を
作

り
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
容
史
さ

ん
は
断
言
す
る
。
そ
の
上
で
、「
私
た
ち
は
た

だ
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
お
客
様
（
乳
牛
）
に
快

適
な
医
食
住
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
当

た
り
前
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
我
々
が
知

識
や
技
術
を
磨
く
必
要
が
自
然
と
理
解
で
き

る
」
と
し
、
従
業
員
教
育
と
し
て
も
分
か
り
や

す
い
と
胸
を
張
る
。

　
そ
の
運
営
方
針
通
り
、
乳
牛
が
快
適
に
過
ご

せ
る
空
間
づ
く
り
を
優
先
し
て
き
た
。
24
年
稼

働
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
は
、
設
計
の
段
階
で

快
適
性
を
重
視
し
、
暑
い
夏
で
も
過
ご
し
や
す

い
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
牧
場
設
立
時
か
ら
積
極
的
に
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
を
取
り
入
れ
て
き
た
。
耕
作
地
を
持

た
ず
に
自
給
飼
料
を
一
切
栽
培
し
て
い
な
い
同

社
に
と
っ
て
、
安
定
的
に
入
手
で
き
る
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
の
存
在
は
経
営
的
に
も
重
要
な
位
置

付
け
に
あ
る
。
正
明
さ
ん
は
、
食
品
を
扱
う
企

業
や
工
場
な
ど
に
電
話
を
か
け
て
地
道
な
交
渉

を
続
け
て
き
た
経
験
か
ら
、「
職
業
別
電
話
帳

が
私
の
飼
料
畑
だ
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

　
そ
の
結
果
、
取
引
先
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い

き
、
現
在
は
飼
料
全
体
の
４
割
を
エ
コ
フ
ィ
ー

ド
が
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
高
知
市
内
の
工

場
か
ら
発
生
す
る
規
格
外
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は

量
や
品
質
に
優
れ
、
飼
料
と
し
て
申
し
分
な
い

と
い
う
。
他
に
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
搾
り
か
す
、
お
か
ら
な
ど
、
使
用
す

る
品
目
は
多
岐
に
わ
た
る
。
搾
り
か
す
は
取
引

先
が
サ
イ
レ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
年
間
を
通

し
て
安
定
し
た
品
質
の
飼
料
を
給
与
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

　
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
と
輸
入

乾
牧
草
、
配
合
飼
料
を
組
み
合
わ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
採
用
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
の
担
当
者
は
「
私
た
ち
の
飼
料
は
全

体
を
整
え
る
背
骨
の
よ
う
な
存
在
。
だ
か
ら
こ

そ
品
質
を
変
え
な
い
こ
と
に
気
を
付
け
て
い

る
」
と
話
す
。

　
㈲
川
渕
牧
場
は
23
年
7
月
か
ら
施
設
内
浄
水

場
を
稼
働
す
る
。
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
独
自
に

建
設
し
た
。
排
水
処
理
の
前
段
階
と
し
て
、
糞

便
が
混
ざ
っ
た
施
設
内
の
排
水
を
機
械
で
搾

り
、
繊
維
質
と
水
に
分
離
す
る
。
繊
維
混
じ
り

の
排
せ
つ
物
は
堆
肥
化
し
、
近
隣
の
農
家
や
住

民
に
無
料
で
配
っ
て
い
る
。
一
方
、
分
離
し
た

水
は
浄
化
槽
で
ろ
過
し
、
き
れ
い
に
し
た
状
態

で
施
設
外
へ
排
水
す
る
。
ろ
過
工
程
を
重
ね
る

こ
と
で
、
茶
色
く
濁
っ
た
水
も
透
明
に
な
り
、

臭
い
も
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
浄
水
で
き

る
と
い
う
。

　
２
０
２
３
年
に
は
容
史
さ
ん
の
長
男
で
あ
る

貴
矢
さ
ん
（
25
）
が
就
農
。
正
明
さ
ん
は
孫
と

働
け
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。
貴
矢
さ
ん
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
の
管
理
を
担
当
す
る
。牛
に
と
っ

て
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
将
来
的

に
は
従
業
員
に
担
当
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
適
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
貴
矢
さ
ん
は
「
牛
飼
い
の
経
験
は
未
熟
だ
が
、

こ
の
牧
場
を
就
職
先
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
環
境
に
し
て
い
く
の
が
目
標
。
今
は
正
直
、

若
い
人
た
ち
の
選
択
肢
に
一
次
産
業
は
入
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
を
変
え
た
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
新

し
い
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
う
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。
ま
た
、「
現
在

働
い
て
い
る
従
業
員
20
人
の
雇
用
環
境
を
さ
ら

に
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
牛
だ
け
で

な
く
従
業
員
の
職
場
環
境
を
、
誰
も
が
う
ら
や

む
く
ら
い
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
同
社
が
今
後

も
躍
進
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
正
明
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
た
酪
農
へ
の
道
は
、

息
子
の
容
史
さ
ん
、
孫
の
貴
矢
さ
ん
に
受
け
継

が
れ
た
。
㈲
川
渕
牧
場
の
親
子
３
代
の
挑
戦
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
。

ha

7頭で起業

60頭牛舎を建築

120頭牛舎を建築

法人設立

32枠のロータリーパーラーと
ともに480頭規模のフリー
バーン牛舎を建築

4台のロボット搾乳機を備え
た240頭規模のフリーストー
ル牛舎を建築

1972年

1977年
1993年

2001年

2005年

2024年

すべてはここから
 始まった

HISTORY

安
定
収
入
と
規
模
拡
大
が

期
待
で
き
る
畜
産
業

ま
さ
あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

ふ
み

四国トップクラスの
四国トップクラスの生乳量を誇るメガファーム

生乳量を誇るメガファーム
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運営方針を実現するための 設備、取り組み（一部抜粋）
川渕牧場はとても快適～

私
た
ち
は
、医
食
住
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

お
客
様（
乳
牛
）か
ら
対
価（
牛
乳
）を
頂
き
、

快
適
な
毎
日
を
約
束
し
ま
す
！

運
営
方
針

糞便が混ざった排水をこの施設に集め、
搾って繊維質と水に分離する

浄化槽

ロボット搾乳機

搾り出した便の繊維

（上）工場の製品検査ではねられた規格外
のポップコーン。塩などが添加される前の状
態のものを引き取っていて、コーンの皮がな
いため消化されやすい。（下）しょうゆの製
造工程で発生する搾りかすロボット搾乳機を備えたフリーストール牛舎。各所に監視カメラを設置し、モニターでチェックする

四国で唯一のロータリーパーラー。
1日2回搾乳を実施。1周およそ10分

フリーストール牛舎に設置されたロボット給餌機

排水の浄化エコフィードロボット給餌機ロータリーパーラー

ロボット搾乳機

　
㈲
川
渕
牧
場
は
、
高
知
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
わ
ず
か
15
分
ほ
ど
離
れ
た
中
山
間
地
域
に
あ

る
。
１
９
７
２
年
、
梨
農
家
の
次
男
と
し
て
生

ま
れ
た
取
締
役
会
長
の
川
渕
正
明
さ
ん
（
72
）

が
、
20
歳
の
時
に
乳
牛
７
頭
か
ら
始
め
た
。
牧

場
立
ち
上
げ
の
５
年
後
に
60
頭
、
１
９
９
３
年

に
は
１
２
０
頭
ま
で
搾
乳
頭
数
を
増
や
し
た
。

２
０
０
５
年
に
は
四
国
で
唯
一
と
な
る
32
枠
の

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
と
と
も
に
４
８
０
頭
規

模
の
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
を
新
築
。
２
０
２
４

年
春
か
ら
は
、
４
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
を
備

え
た
２
４
０
頭
規
模
の
新
築
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
で
の
生
産
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
飼
養
頭
数
は
乾
乳
牛
を
含
め
た
経
産

牛
が
約
６
５
０
頭
。
育
成
牛
は
北
海
道
の
取
引

先
へ
年
間
１
２
０
頭
ほ
ど
預
託
し
て
い
る
。
基

本
的
に
は
自
家
産
で
の
増
頭
に
努
め
て
い
る

が
、
さ
ら
に
初
妊
牛
を
１
５
０
頭
ほ
ど
導
入
す

る
計
画
が
あ
る
と
い
う
。

　
正
明
さ
ん
は
「
酪
農
家
を
志
し
た
の
は
果
樹

栽
培
よ
り
も
安
定
し
た
収
入
が
期
待
で
き
、
施

設
を
増
や
す
こ
と
で
規
模
拡
大
が
で
き
る
と
判

断
し
た
た
め
」と
話
す
。「
果
樹
栽
培
と
違
っ

て
従
業
員
を
通
年
雇
用
で
き
る
点
も
魅

力
を
感
じ
た
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、

土
地
が
な
け
れ
ば
規
模
拡
大
は
で
き
な
い
と
の

考
え
か
ら
、
何
人
も
の
地
権
者
と
直
接
交
渉
し
、

所
有
地
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
っ
た
。
飼
養
の

環
境
面
か
ら
も
牧
場
敷
地
は
広
い
方
が
良
く
、

施
設
の
大
型
化
を
推
し
進
め
て
き
た
。

　
創
業
当
時
は
４
ha
の
借
地
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
現
在
は
11 

　
の
土
地
を
所
有
す
る
。
購

入
し
た
土
地
に
牛
舎
な
ど
を
建
て
る
際
は
、
正

明
さ
ん
自
ら
が
重
機
を
操
っ
て
造
成
し
て
き

た
。
建
築
費
を
抑
え
る
目
的
も
あ
る
が
、「
牧

場
の
将
来
像
を
頭
に
描
き
な
が
ら
土
を
掘
り
返

す
の
が
好
き
だ
か
ら
」
と
い
う
。
２
０
２
４
年

に
完
成
し
た
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の
建
設
地

も
自
ら
汗
を
流
し
て
造
成
し
た
。

　
５
年
前
に
取
締
役
会
長
へ
退
き
、
長
男
の
容

史
さ
ん
（
47
）
に
経
営
を
委
ね
た
。
正
明
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
高
知
県
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
牛

飼
い
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
働
い
て
き
た
が
、

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
決
め
た
と

き
、
つ
な
ぎ
牛
舎
の
経
験
し
か
な

い
私
が
や
る
の
で
は
な
く
、
息
子

に
牧
場
を
任
せ
よ
う
と
思
っ
た
」
と
当
時
を
振

り
返
る
。
た
だ
、
今
も
重
機
に
よ
る
造
成
作
業

は
正
明
さ
ん
が
担
当
す
る
。

　
現
在
の
運
営
方
針
で
あ
る
「
乳
牛
は
家
族
の

一
員
で
は
な
く
、
大
切
な
お
客
様
」
と
い
う
考

え
は
、
容
史
さ
ん
が
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ
過
程

で
得
た
気
付
き
を
言
語
化
し
た
も
の
だ
。

　「
私
た
ち
の
経
営
は
牛
か
ら
い
た
だ
い
た
生

乳
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
私
た
ち
が
何
か
を
作

り
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
容
史
さ

ん
は
断
言
す
る
。
そ
の
上
で
、「
私
た
ち
は
た

だ
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
お
客
様
（
乳
牛
）
に
快

適
な
医
食
住
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
当

た
り
前
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
我
々
が
知

識
や
技
術
を
磨
く
必
要
が
自
然
と
理
解
で
き

る
」
と
し
、
従
業
員
教
育
と
し
て
も
分
か
り
や

す
い
と
胸
を
張
る
。

　
そ
の
運
営
方
針
通
り
、
乳
牛
が
快
適
に
過
ご

せ
る
空
間
づ
く
り
を
優
先
し
て
き
た
。
24
年
稼

働
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
は
、
設
計
の
段
階
で

快
適
性
を
重
視
し
、
暑
い
夏
で
も
過
ご
し
や
す

い
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
牧
場
設
立
時
か
ら
積
極
的
に
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
を
取
り
入
れ
て
き
た
。
耕
作
地
を
持

た
ず
に
自
給
飼
料
を
一
切
栽
培
し
て
い
な
い
同

社
に
と
っ
て
、
安
定
的
に
入
手
で
き
る
エ
コ

フ
ィ
ー
ド
の
存
在
は
経
営
的
に
も
重
要
な
位
置

付
け
に
あ
る
。
正
明
さ
ん
は
、
食
品
を
扱
う
企

業
や
工
場
な
ど
に
電
話
を
か
け
て
地
道
な
交
渉

を
続
け
て
き
た
経
験
か
ら
、「
職
業
別
電
話
帳

が
私
の
飼
料
畑
だ
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

　
そ
の
結
果
、
取
引
先
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い

き
、
現
在
は
飼
料
全
体
の
４
割
を
エ
コ
フ
ィ
ー

ド
が
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
高
知
市
内
の
工

場
か
ら
発
生
す
る
規
格
外
の
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は

量
や
品
質
に
優
れ
、
飼
料
と
し
て
申
し
分
な
い

と
い
う
。
他
に
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
搾
り
か
す
、
お
か
ら
な
ど
、
使
用
す

る
品
目
は
多
岐
に
わ
た
る
。
搾
り
か
す
は
取
引

先
が
サ
イ
レ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
年
間
を
通

し
て
安
定
し
た
品
質
の
飼
料
を
給
与
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

乳
牛
は
大
切
な
お
客
様

快
適
な
空
間
づ
く
り
を
優
先

飼
料
の
４
割
が
エ
コ
フ
ィ
ー
ド

飼料の品質を確認する
川渕貴矢さん（左）とＪＡ全農くみあい飼料㈱の担当者

　
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
と
輸
入

乾
牧
草
、
配
合
飼
料
を
組
み
合
わ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
採
用
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
全
農
く
み
あ

い
飼
料
㈱
の
担
当
者
は
「
私
た
ち
の
飼
料
は
全

体
を
整
え
る
背
骨
の
よ
う
な
存
在
。
だ
か
ら
こ

そ
品
質
を
変
え
な
い
こ
と
に
気
を
付
け
て
い

る
」
と
話
す
。

　
㈲
川
渕
牧
場
は
23
年
7
月
か
ら
施
設
内
浄
水

場
を
稼
働
す
る
。
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
独
自
に

建
設
し
た
。
排
水
処
理
の
前
段
階
と
し
て
、
糞

便
が
混
ざ
っ
た
施
設
内
の
排
水
を
機
械
で
搾

り
、
繊
維
質
と
水
に
分
離
す
る
。
繊
維
混
じ
り

の
排
せ
つ
物
は
堆
肥
化
し
、
近
隣
の
農
家
や
住

民
に
無
料
で
配
っ
て
い
る
。
一
方
、
分
離
し
た

水
は
浄
化
槽
で
ろ
過
し
、
き
れ
い
に
し
た
状
態

で
施
設
外
へ
排
水
す
る
。
ろ
過
工
程
を
重
ね
る

こ
と
で
、
茶
色
く
濁
っ
た
水
も
透
明
に
な
り
、

臭
い
も
気
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
浄
水
で
き

る
と
い
う
。

　
２
０
２
３
年
に
は
容
史
さ
ん
の
長
男
で
あ
る

貴
矢
さ
ん
（
25
）
が
就
農
。
正
明
さ
ん
は
孫
と

働
け
る
こ
と
を
喜
ん
だ
。
貴
矢
さ
ん
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
の
管
理
を
担
当
す
る
。牛
に
と
っ

て
快
適
な
環
境
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
将
来
的

に
は
従
業
員
に
担
当
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
適
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
貴
矢
さ
ん
は
「
牛
飼
い
の
経
験
は
未
熟
だ
が
、

こ
の
牧
場
を
就
職
先
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
環
境
に
し
て
い
く
の
が
目
標
。
今
は
正
直
、

若
い
人
た
ち
の
選
択
肢
に
一
次
産
業
は
入
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
を
変
え
た
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
新

し
い
酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
う
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。
ま
た
、「
現
在

働
い
て
い
る
従
業
員
20
人
の
雇
用
環
境
を
さ
ら

に
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
牛
だ
け
で

な
く
従
業
員
の
職
場
環
境
を
、
誰
も
が
う
ら
や

む
く
ら
い
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
同
社
が
今
後

も
躍
進
す
る
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
正
明
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
た
酪
農
へ
の
道
は
、

息
子
の
容
史
さ
ん
、
孫
の
貴
矢
さ
ん
に
受
け
継

が
れ
た
。
㈲
川
渕
牧
場
の
親
子
３
代
の
挑
戦
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
。

選
ば
れ
る
職
場
環
境
づ
く
り

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

若い人にも働きた
いと思って

いただけるような
会社にします！

た
か 

や
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全農ET研究所は本場と3分場からなり、各拠点で日々、採卵および受精卵移植の業務を行っています。今号では、2023
年度における受精卵の移植成績について紹介します。

E T研
便 り

2023年度版  全農ET研究所の  
受精卵の移植成績を徹底解剖

※乳用種はジャージー種やブラウンスイス種、肉用種は褐毛和種や闘牛を、それぞれ含む

写真　シンクロETの様子

　年々暑さが増し、北海道でも40度近く
まで気温が上昇することもあり、もはや
日本国内では暑熱ストレスを避けられな
い環境になりました。特に、ホルスタイン
種経産牛への人工授精の受胎率は大き
く低下しています。

　暑熱ストレスは受精卵の卵割を阻害
することが知られており、人工授精の受
胎率を低下させる大きな要因となってい
ます。しかし、受精卵移植の場合は、発育
した受精卵を子宮内に移植するため、暑
熱ストレスによるダメージを避けることが
可能となります。その結果、特に新鮮卵移

植では、時期を選ばず55%～64%の受胎
率で推移しました（表4）。

　こういった点からも、受胎に困っている
牛には、特に暑熱下では受精卵移植（特
に新鮮卵）を活用してみてはいかがで
しょうか。ET研究所では、１年を通じて各
地で採卵していますので、新鮮卵の利用
を検討される方は、気軽に問い合わせく
ださい。

　2023年度の1年間で、8,176頭に移植
を実施し、受胎率は56.4%でした。ここか
ら先は、色々と場合分けをしながら、ひも
解いていきます。

　移植する牛は、ホルスタイン種や交雑
種から、ジャージー種やブラウンスイス
種、はたまた闘牛まで多岐に渡ります。
　最も移植頭数が多かったのはホルス
タイン種で6,671頭に実施し、受胎率は未
経産牛が62.5%、経産牛が49.7%でした。
黒毛和種の移植頭数は768頭で、受胎率
は未経産牛が56.2%、経産牛が51.9%。
交雑種は683頭で、受胎率は未経産牛が
68.3%、経産牛が61.1%でした。

全移植成績（表１）

品種および産歴別の
移植成績（表2）

　一般的に、未経産牛に比較して経産牛
では受胎率が低下します。各畜種の経産
牛に対する移植傾向については、ホルス
タイン種では種付行為を複数回しても受
胎しないリピートブリーダーも多く、移植
対象となっています。また、昨年の猛暑や
飼料代高騰など、経産牛の繁殖環境が悪
化する中、良好な受胎率だったと考えま
す。
　黒毛和種では、繁殖成績の良い高齢
牛への移植が中心で、主に血統更新に
活用されています。このことから、未経産
牛に比べ経産牛でも大きな受胎率低下
は認められませんでした。
　交雑種は例年、受胎率が高位安定して
おり、繁殖性の良さがうかがえます。な
お、経産牛は2卵移植が一定数を占める

ため、受胎率の引き上げに影響を与えた
と考えられます。

　ET研究所では、体内新鮮卵の特徴で
ある「高受胎性」を生かすため、採卵に合
わせて移植を実施し、新鮮卵を最大限に
活用しています（シンクロET）。23年度
は、凍結卵の移植頭数が2,359頭で受胎
率48.9%に対し、新鮮卵が5,037頭で
59.9%と、受胎率向上に寄与しました。日
本家畜人工授精師協会が発刊する機関
誌24年7月号によると、体内受精卵の受
胎率は51.1%※で、ET研究所の新鮮卵利
用による効果が表れています。

表 1　全移植成績

表 2　品種および産歴別の移植成績

移植頭数（頭） 受胎率（％）

56.48,176

ホルスタイン種

移植頭数（頭）

受胎率（％）

未経産 経産 未経産 経産 未経産 経産 未経産 経産 未経産 経産

黒毛和種 交雑種 乳用種 肉用種

2,908

62.5

3,763

49.7

168

56.2

600

51.9

347

68.3

336

61.1

19

63.2

27

50.0

―

―

8

75.0

　ET研究所は、体外受精に用いる培地や凍結液の改良、受精卵のゲノミック評価卵子のガラス化保存法な
ど、さまざまな技術開発にも取り組んでいます。こちらの取り組みにつきましても、今後生産者の皆様に紹介
していきたいと思います。

全農ET研究所の
紹介動画

案内

　受精卵の血統や価格についての詳細は、
こちらに問い合わせください。

電話

メール

01564-2-5811
FAX 01564-2-5813

zz_zk_etc_kamishihoro@zennoh.or.jp

・連絡先・

受精卵種類別の
移植成績（表3）

月別の移植成績

まとめ

表 3　受精卵種類別の移植成績

体内

移植頭数（頭）

受胎率（％）

新鮮 凍結

5,037

59.9

2,359

48.9

表 4　月別の移植成績（新鮮卵利用）

4月

移植頭数（頭）

受胎率（％）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

669

60.8

495

61.7

532

58.8

481

54.7

337

63.9

619

56.7

272

63.6

369

61.5

246

63.4

323

57.8

469

61.2

225

57.9

新鮮卵の受胎率
55～64％と好成績ポイント

受精卵移植は
時期を選ばず、
高い受胎率！

※公表資料では新鮮/凍結の区分なし
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中研
教えて!

肉牛
乳牛

&

写真 1 使用したエアーサンプラー
（ビオメリュー・ジャパン「AIR IDEAL® 3P®」）

図 1　各牛舎の開放前後の空中浮遊細菌濃度の比較

図 2　Ａ舎における空中浮遊細菌濃度と測定月の延べ治療頭数の関係

細
菌
濃
度（
Ｃ
Ｆ
Ｕ
／
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写真 2 牛舎の開放例

　今年もまた寒い季節がやってきます。
冬になると、牛舎の扉やカーテンを閉め
切って保温する生産者もいると思いま
す。実際に笠間乳肉牛研究室でも、冬場
は気温が氷点下まで下がることが多い
ので、凍結防止と保温のため、夜間は一
部の牛舎を閉め切って対応しています。
　しかし、ずっと閉め切ったままの牛舎内
の空気の状態はどうなるでしょうか？ ま
たその空気を吸って過ごす牛たちへの
影響はどうでしょうか？
　その疑問に答えるため、笠間乳肉牛研
究室の哺育牛舎にて、牛舎内の空気を
サンプリングし、空中に浮遊する細菌の
濃度を調査する試験を実施しました。こ
の試験は、本誌の連載記事「Dr.ジーアの
Myカルテ」でおなじみの、JA全農家畜衛
生研究所が主導して行いました。

　今回の試験は、笠間乳肉牛研究室の
哺育牛舎のうち、哺乳中の子牛をカーフ
ハッチで個別飼養する牛舎１カ所（Ａ舎）
と、離乳後の子牛を群で飼養する牛舎２
カ所（Ｂ舎、Ｃ舎）の計３牛舎にて、2022

年10月から23年８月まで毎月行いまし
た。
　調査項目として、牛舎を閉め切った状
態の午前と牛舎を開放した状態の午後
の１日２回、各牛舎内の複数地点から「エ
アーサンプラー（写真１）」を用いて空気
をサンプリングし、それを培地で48時間培
養して空中浮遊細菌濃度を測定しました。
　また、測定月の各牛舎の発熱や呼吸
器疾患による治療頭数を記録しました。

　図1には各牛舎での午前と午後の空
中浮遊細菌濃度の測定結果を示してい

ます。いずれの牛舎も、閉め切った状態
の午前において空中浮遊細菌濃度が高
く、それだけ多くの微生物が空気中を
漂っていたことが分かります。
　一方、牛舎を開放し換気した午後に
は、空中浮遊細菌濃度が午前に比べて
減少しました。牛舎ごとの換気効率の違
いにより減少量に差はありましたが、い
ずれの牛舎でも換気によって空気中に
浮遊する細菌を減らせることが示されま
した。

　次に牛舎の空中浮遊細菌濃度と、調
査した月における発熱や呼吸器症状に
よる延べ治療頭数との関係について測
定しました。
　その結果、哺乳中の若齢子牛が飼養
されているＡ舎では、空中浮遊細菌濃度
と治療頭数に正の相関が見られました
（図2）。
　このことは、空中浮遊細菌濃度が増
加するにつれて、若齢子牛の呼吸器疾
患が増え治療頭数が増加する、というこ
とを表しています。実際に、牛舎内で特に
空中浮遊細菌濃度が高い地点では、子

寒い季節には保温のために牛舎を閉め切ることもあると思います。しかし、閉め切った牛舎内には、肺炎など呼吸器
疾患の原因となる、目には見えない微生物が大量に浮遊している可能性があります。今回は、家畜衛生研究所主導
のもと2022年度から23年度にかけて笠間乳肉牛研究室の哺育牛舎で調査した、空中浮遊細菌濃度と呼吸器疾患
との関係について紹介します。冬場の換気の重要性を再認識しましょう。  笠間乳肉牛研究室

牛鼻汁からの呼吸器疾患原因菌の検出
率が高くなる傾向が見られ、空中浮遊細
菌濃度は呼吸器疾患の陽性率と関連が
あると考えられました。

　呼吸器疾患は子牛の病傷事故の約半
分を占めるとされ、罹患すると発育に長
期的な悪影響を及ぼすだけでなく、治療

にかかるコストや作業負担も増大し、経
済的な損失が大きくなることはご承知の
とおりです。
　今回の調査試験により、牛舎を閉め
切った状態では、空中浮遊細菌濃度が
増加することが分かりました。また特に
若齢子牛では、空中浮遊細菌濃度の増
加が疾病治療頭数の増加に直結するこ
とも示されました。一方で、牛舎を開放し
て適切に換気することで、空中浮遊細
菌濃度を大幅に低下させることができ

ました。
　これからの季節、人も牛も寒いから
……とずっと牛舎を閉め切った状態にし
ていませんか？ 比較的暖かい日中は牛
舎を開放する、あるいは牛に直接冷風が
当たらないように牛舎上部のカーテン
のみ常時開けておく、といった工夫をし
てみてください（写真２）。適切に換気を
行うことで、牛舎内に浮遊する“見えない
敵”を追い出し、寒い季節も牛が元気に
過ごせる環境づくりを心掛けましょう！

はじめに

冬場を迎えるにあたって

きれいな空気で子牛を健康に！
寒い季節の換気の重要性を再確認しましょう！

空中浮遊細菌濃度の
調査試験を実施

換気が不十分だと
牛舎の空中浮遊細菌濃度が
高くなる傾向があるモウ～

牛舎開放前後で
空中浮遊細菌濃度の
違いが判明

空中浮遊細菌濃度と
疾病治療頭数に
正の相関

まとめ
寒い季節も適切に換気し、
きれいな空気で子牛を健康に！ポイント

り かん
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中研

養豚

教えて!

　2021年から24年に報道された、豚舎
における火災発生事例を表１にまとめま
した。いずれのケースも被害が甚大であ
ることが確認できます。また季節と地域
を問わず発生していますが、10月から３
月にかけての半年間において特に多い
ようです。これは、暖房器具を使用する
季節であることに加え、空気が乾燥して
いることが影響していると考えられます。
そのため、これからの季節は火災対策

豚舎での火災は、大きな喪失感を伴う甚大な経済的被害を引き起こします。大変痛ましいことですが、毎年のように
豚舎火災が発生していることも事実です。さらに空気の乾燥する冬場は、リスクがより高まると考えられます。リスク
を完全になくすことはできませんが、今回は火災を防ぐための基本的な対策を紹介します。　　　　　  養豚研究室

冬場を迎えるにあたって

により一層力を入れる必要があると言え
ます。

　主な火災発生要因とその対策ポイン
トを下記および表２にまとめました。
❶暖房器具
　暖房器具（ヒーター）は主要な出火要
因の一つです。ガスブルーダー、コルツ
ヒーターをはじめとした各種ヒーターの
使用に際しては、可燃物への引火を防ぐ
ことが大切です。特に、昨冬以来使用し

主な火災発生要因と対策

過去の火災発生事例
ていなかったヒーターなどは、機器の状
態をよく確認してから使用しましょう（写
真１）。
❷電気配線
　電気系統の配線にも注意が必要で
す。前述の火災発生事例の中には漏電
やトラッキング現象※により出火したと考
えられるケースもありました。普段の作
業で見慣れてしまい問題点に気付きにく
い可能性がありますので、改めて表２の
ポイントを見直してみましょう。いずれも
漏電とトラッキング現象を避けることが
重要です。また配線を屋根裏など普段目
につきにくいところに通している場合、
気付かないうちに配線が劣化している
可能性があります。月に１度程度は点
検、確認することがベターです。

※トラッキング現象（写真2、3）
　コンセントとプラグの間に塵埃が
たまり、そこに湿気が加わることで
電極間がショートし発熱・発火する
現象。漏電とは異なるため漏電ブ
レーカーは作動しない。

❸ネズミによる配線への食害
　ネズミによる配線への食害は漏電に
つながり、火災発生の要因となることが
あります。特に冬場の豚舎は暖かく、餌

写真3 目につきにくい位置にある
蜘蛛の巣が張った配線

写真2 外れかかったプラグ写真1 埃をかぶった暖房器具

豚舎火災を防ぐ！
本格的な冬を迎える前にスタッフ一丸となって
火災対策に取り組みましょう！

も豊富にあるためネズミの侵入が増え
ることが考えられます。
　また当然ネズミは衛生面においても
好ましくありません。改めて、表２記載の
項目をはじめとした対策を徹底しましょ
う。また、ネズミ対策については『ちくさ
んクラブ21』22年10月号で紹介している
ので、こちらも参考にしてください。

　火災対策として比較的導入しやすい
と考えられる設備を表３に記載しました。
可能な範囲で導入を検討してください。
　以上、豚舎火災の基本的対策を紹介
しました。最も大切なことは、スタッフ一
人一人が防災意識を高めて業務にあた
ることだと思います。本格的な冬を迎え
る前に、スタッフ一丸となって火災対策
に取り組みましょう！

表 1　

地域年 被害頭数

2021

2022

2023

2024

月 建物被害

表 2　主な火災発生要因とその対策ポイント

●③ ネズミによる配線への食害

●② 電気配線

●① 暖房器具

使用前に埃を掃除する

周囲に燃えやすいものを置かない

吊り下げ器具の劣化（さびなど）の有無を確認する

ガス管の劣化（硬化、穴あきなど）の有無を確認する

器具を豚が触れられる高さに設置しない

タコ足配線は避ける

コンセントにプラグをしっかり差し込む（外れかかったままにしない）

使わない製品のプラグはコンセントから外す

痛んだり破損したりしたコードは使用しない

洗浄作業等で水を使用する場合、電気系統が水濡れしないよう考慮する

ネズミの隠れ場所を無くすため、作業場を整理整頓する

豚舎への侵入経路（壁の穴等）を修復する

ネズミの隠れ場所となる豚舎周りの雑草を刈る

ラットサイン（糞などのネズミの痕跡）を確認し、適切な場所に捕獲罠を設置する

※ 当然、これらの項目がすべてではないですが、代表的なものを取り上げました

表 3　火災対策で比較的導入しやすい設備

設備

防水LED蛍光灯

コンセントキャップ

消火器、
火災報知器（消防用設備）

洗浄作業などによる水濡れが原因の漏電を防止

使用していないコンセントへの塵埃の蓄積を防止し、トラッキング現象を回避

特徴・確認事項

消火器は設置台数が適切か、定期点検が実施できているかを確認
畜舎への火災報知器の設置は原則不要とされているが、執務室または保管庫の規模が一定以上の場合設置が
必要となる
（参考：https://www.fdma.go.jp/mission/prevention/items/prevention001_21_chikusya.pdf）

過去の火災発生事例（2021年1月～24年3月、インターネット調べ）

『ちくさんクラブ21』
22年10月号

教えて！中研（養豚）
豚舎内におけるネズミ対策

北海道

青森県

栃木県

群馬県

宮城県

岩手県

宮崎県

岩手県

千葉県

栃木県

千葉県

新潟県

新潟県

鹿児島県

2800頭（子豚）

200頭（子豚）

6000頭（子豚）

1040頭

1300頭

3200頭

2500頭

7700頭

800頭

1300頭

不明

1600頭

2850頭

750頭

豚舎１棟

不明

豚舎6棟全焼

豚舎1棟全焼

豚舎1棟全焼

豚舎２棟全焼

不明

豚舎5棟全焼

豚舎1棟全焼

豚舎1棟全焼

豚舎2棟全焼

豚舎3棟全焼

豚舎1棟分と渡り廊下の一部

豚舎2棟、餌タンク5基全焼

1

3

5

9

10

11

2

3

3

7

7

12

2

3

じんあい

設備による対策
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　ネズミ類は国内では約18種が生息し
ており、鶏舎では主にドブネズミ、クマネ
ズミ、ハツカネズミが問題となります（表
１）。ネズミの被害は衛生面と経済面に
分けられます。
　衛生面では、さまざまな場所を行き来
するため、病原菌を媒介し、ヒトや鶏の
感染症を引き起こす原因となります。鶏
では、サルモネラやインフルエンザを媒
介した例があります。
　経済面では、クマネズミを昼間に頻繁
に見かける鶏舎では5000匹以上が生息
していると考えられ、その場合、飼料の盗
み食いにより年間で500万円以上の損
失が発生します（表２）。

農場におけるネズミの存在は、各種病原体の伝播のみならず、生産者にさまざまな経済的損失をもたらします。鶏舎
では飼料や水が常に摂取でき、鶏が就寝する消灯時間帯は、夜間に活動するネズミには生息しやすい環境となって
います。特に冬場は、暖かさや食料を求め、鶏舎内にネズミが侵入する恐れがあります。そこで今回は、本格的な
寒さを迎える前に、農場におけるネズミ対策について紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　養鶏研究室

冬場を迎えるにあたって

　防除の作業は、２つに大きく分けられ
ます。
❶状況の把握
　ネズミの種類や数、生息する場所と
いった生息実態、農場全域の被害、鶏舎
環境の調査(鶏舎内の破損箇所や侵入
経路の推定)を行う。生息実態の把握に
は、「ラットサイン」と呼ばれる足跡、糞、
かじり跡などの痕跡を確認（写真１、2）。
❷防除装置の配置計画
　防除には環境的防除、物理的防除、
化学的防除の３種類がある。ネズミの種
類や習性、装置の特徴を生かし、組み合
わせることでより効果的な防除が可能
となる。

鶏舎内外の整理整頓および清掃（写真3）
　巣の材料となる紙袋、布、ビニール、羽
毛を放置しない。天井裏や壁の隙間（ウ
インドウレス鶏舎では特に注意）、資材
置き場や飼料置き場の隅など、鶏舎内で
死角となる場所は営巣場所となるので、
点検を強化する。
飼料の管理
　ネズミは鶏の飼料を盗み食いするた
め、こぼれた飼料の清掃や飼料の保管
場所へのネズミの侵入経路の遮断を行
う必要がある。
隙間の封鎖
　ドブネズミは2～3cm、ハツカネズミは
1.5～2cmの隙間があれば通り抜けるこ

農場におけるネズミ対策は「入れない・
すみ着かせない・増やさない」が基本

中研

養鶏

教えて!

とが可能。鶏舎内のシャッター、ドア周
り、電気ケーブル、ガス管などの引込口、
コンベアの入口や資材搬入口、換気扇
などの隙間に注意が必要。

ネズミの通り道へのカゴや罠の設置
　粘着マット（写真4）の設置が代表的
（ネズミは視力が悪く、水平面での判断
が苦手）。粘着マットにはネズミを誘引
する効果はない上、ジャンプして避ける
こともあるのでシート間の隙間を少なく
し、敷き詰める方法が理想的。鶏舎のよ
うなちりやほこりの多い環境ではすぐに
粘着力が失われ、長期の効果は期待で
きないため定期的に交換する。

殺鼠剤・忌避剤の使用
　薬剤抵抗性がつくのを防ぐため、長期
間、同じ薬剤を使用しないことがポイン
ト。毒には、効き目が早くネズミに気づか
れやすい急性毒と、効き目が遅いが気
づかれにくい慢性毒がある。ネズミは用
心深く、薬剤をあまり食べない傾向があ
るため、薬剤と飼料や砂糖、食用油など
を混ぜて喫食用の毒餌（写真5）を作る。

また、ヒトの匂いに警戒してしまうので、
手袋を使用して作成する。
　殺鼠剤は使い方を誤れば鶏に対して
も中毒を起こす危険性がある。さらに、
中毒死したネズミを天敵動物が捕食す
ることで、二次中毒を起こす可能性があ
るため、取り扱いおよび保管場所には十
分な注意が必要。

　ネズミ対策の基本は鶏舎内外の整理
整頓です。ネズミを「入れない・すみ着か
せない・増やさない」ために、継続して取
り組む必要があります。駆除業者に任せ
てしまうのではなく、現場のスタッフと共
に意識的に対策を進めていきましょう。

※鶏病研究会報（2014）、第49巻4号、p.263-273　より引用

環境的防除

物理的防除

ネズミの種類および生態 防除の作業

最後に

化学的防除

ネズミ対策の基本は
鶏舎内外の
整理整頓です！

悪い例 良い例

※１ 「ちくさんクラブ21　No.69」P20-21　より引用
※２ 被害額は、体重300gのクマネズミ、盗食量は体重の10％、飼料単価10万円/t（農水

省の飼料月報(令和6年7月19日)の採卵、ブロイラーの飼料単価から税込の工場戸前
条件）で計算した。

表 1　ネズミの種類と生態

写真１　ラットサイン（足跡）

写真4　粘着マット（新品）

写真3　鶏舎の整理整頓

写真5　喫食剤

写真2　ラットサイン（糞）

クマネズミ ハツカネズミ

60～100

10～20

鶏舎周囲

畑や草地

潜行的

用心深く臆病

ドブネズミ

表 2　ネズミによる盗食量とその被害額

盗食量（最大量）※1 被害額※2

kg/日 t/年 万円/年
ネズミを見かける頻度と
生息数の目安※1

150

30

15

3

55

11

5

1

548

110

55

11

昼間も頻繁に見かける
⇒5,000匹以上

昼間も時々見かける
⇒500～1,000匹

夜間に時々見かける
⇒100～500匹

ラットサインは時々見かける
⇒100匹

146～240

平均150

天井、壁の隙間

立体的

用心深く慎重

ウインドウレス
鶏舎に多い

200～260

平均300

開放鶏舎に多い

平面的

貪欲で獰猛

コンクリートの
割れ目、側溝

体長（mm）

体重（g）

行動

性格

生息場所
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豚呼吸器複合病（PRDC）と経済損失について
　豚呼吸器複合病（Porcine Respiratory Disease Complex　以下PRDC）は豚の環境変化等に伴うストレスや、豚の免
疫力の低下を背景として、複数のウイルスや細菌が感染することで発症します。今回は、PRDCの概要とその経済損失につい
て説明します。

ア 主なウイルス

　豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス

（PRRSV）、豚サーコウイルス2型

（PCV2）、豚インフルエンザウイルス

（SIV）

イ 主な細菌

　マイコプラズマ・ハイオニューモニエ

（Mycoplasma hyopneumoniae）、

アクチノバシラス・プルロニューモニエ

（Actinobacillus pleuropneumoniae：
APP）、レンサ球菌(Streptococcus 

suis)、パスツレラ・ムルトシダ（Pasteurella 

multocida）、ヘモフィルス・パラスイス

（Haemophilus parasuis）

ウ 環境要因

　ストレス、飼育環境の悪化、不適切な

換気、密集した飼育状態など

　急性例では死亡することもあり、慢性例

では咳、呼吸困難、食欲不振、発熱、鼻水

などがあります。慢性例でも豚の成長を遅

らせ、生産効率を低下させます。

　PRDCを発症した豚の肺では複数の

病変が認められることが多くあります（写

真）。

　PRDC対策には予防と適切な管理が

非常に重要です。主な対策を紹介します。

　マイコプラズマ、サーコ等のワクチンが

応用できる病気に対しては、ワクチンを使

うことで被害の軽減が期待されます。

　適切な換気や清潔な環境、適度な飼養

密度を保つことで、発症を抑えられます。

PRDCの概要1

予防と適切な管理4 検査5

　PRDCは豚の健康と経営に大きな影響

を与えます。効果的な予防と適切な管理

が、経済損失を減らし、持続可能な養豚

場を維持するために不可欠です。検査に

は費用がかかりますが、自身の農場内にど

まとめ6

PRDCによる農場での経済的被害2

( 1 ) PRDCの原因

( 2 ) 症状

　PRDCは豚の状態を悪化させ、経済的

にも大きな影響を及ぼします。その主な理

由と影響について説明します。

　病気にかかった豚は健常豚よりも成長

が遅くなります。出荷するまでの期間が長

くなるため、その間の飼育コストが増えま

す。

　PRDCにより死亡する豚が増えると、出

荷できる豚が減少して売り上げが落ちま

す。また、死亡豚の処理や廃棄にもコスト

がかかります。

　病気を治療するための薬剤や獣医師

の診療費等が必要です。これらのコスト

は決して安くはなく、特に大規模な感染

が発生した場合には経済的負担も大きく

なります。

　病気にかかった豚の肉質は通常よりも

低下するとの報告もあります。そのため、販

売価格が下がり、利益が減少する恐れが

あります。

　PRDCを発症している農場では発育が

バラツキ、豚舎の回転が悪くなります。また、

農場としての飼料効率も悪化するなど、農

場全体で被害が出ます。

経済損失の具体例3
　PRDCで複数の病原体が感染したこと

による経済損失について米国での調査

結果を紹介します。調査では豚繁殖・呼

吸障害症候群（PRRS）、豚インフルエン

ザ、マイコプラズマの3病原体の感染状況

に応じて肉豚1頭当たりの損失額を算出

しました（図）。

( 1 ) 成長の遅れ

( 2 ) 死亡率の増加

( 3 ) 衛生費の増加

( 4 ) 肉質の低下

( 5 ) 生産効率の低下

の病原体が侵入しているか感染状況を

知っておくことが重要です。適切な衛生プ

ログラムを作成でき、ワクチンや抗生物質

の不必要な使用を低減することにもつな

がり、最終的には経営に好影響を与える

ことができます。

　検査等をご希望される場合は、管轄の

ＪＡや経済連、ＪＡ全農くみあい飼料株式

会社、ＪＡ全農県本部を通じて全農クリ

ニックへ相談ください。

　豚に過度なストレスをかけないようにす

ることが重要です。ストレスは免疫力を低

下させ、発症のリスクを高めます。

　健康状態の悪い豚の早期発見と迅速

な治療が、被害を最小限に抑えるために

重要です。

　農場にどのような病原体が侵入してい

るかを把握しておくことは、予防の上で重

要です。現在、PRDCに関与する病原体

の多くは、農場への侵入の有無を検査に

よって把握することが可能です。また、年2

回以上定期的に母豚から肉豚までを検

査することで、農場内の感染状況を把握

できます。

( 1 ) ワクチン接種

( 2 ) 飼育環境の改善

( 3 ) ストレスの低下

( 4 ) 早期発見と迅速な治療

図　病原体ごとの損失額（肉豚１頭当たり）の比較

２種類の病原体が感染
した場合の損失額は、1
種類の病原体のみの
感染時の損失額を足し
た値より増加する。

ポイント

出典　Haden et al., AASV 2012 ： p75-76　1ドル155円で計算

細菌
マイコプラズマ

APP
レンサ球菌　など

環境要因
ストレス

飼育環境の悪化
不適切な換気
過密

ウイルス
PRRSV
SIV

PCV2　など

PRDC
を発症

豚舎

写真 PRDCによる事故豚の肺（左）は正常肺（右）と比べて暗赤色に変色した
病変部が認められます。病変部は硬く、APPが分離されました。

0 500 1,000 1,500 2,000

マイコプラズマ 98 
863 

501 
1,502 
1,614 
1,569 

PRRS
豚インフルエンザ

マイコプラズマ＋PRRS
PRRS＋豚インフルエンザ

マイコプラズマ＋
豚インフルエンザ
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Korea
Japan

Taiwan

Russia

China

表 豚肉などからの
アフリカ豚熱ウイルス
遺伝子検査陽性事例
（２０２４年１～7月）

輸送形態 由来地域

アジア

アジア

旅客携帯品

国際郵便物

計

アフリカ豚熱
遺伝子陽性事例数

５０例

３９例

８９例

図2 韓国におけるアフリカ豚熱発生状況（２４年8月30日時点）

出典：農水省動物検疫所

約1,122万頭 豚、イノシシ
飼養頭数

4,159件感染数
（野生イノシシ）

46件発生数（豚）
2019年9月16日初発生日

出典：農水省

38例目

京畿道

忠清南道

忠清北道

慶尚南道

全羅南道

全羅北道

江原道

ソウル特別市

蔚山

釜山

済州道

40例目

46例目

41例目

慶尚北道
42例目

45例目

飼養豚での発生地域

野生イノシシでの感染確認地域

発生/感染が確認された行政区画

39例目

43例目

44例目

月
に
野
生
イ
ノ
シ
シ
か
ら
ア
フ
リ
カ
豚
熱
ウ
イ
ル

ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。日
本
へ
の
旅
客
船
や
飛

行
機
が
行
き
来
す
る
地
域
で
の
発
生
の
た
め
、日

本
国
内
へ
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
侵
入
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
か
ら
日
本
へ
の
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前

ま
で
戻
っ
て
い
ま
す
。特
に
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
旅

行
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
動
物
検
疫
所
に
お
け
る
旅
客
手
荷
物
と
国
際

郵
便
物
由
来
肉
製
品
か
ら
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
ウ

イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査
で
は
、２４
年
１
〜
７
月
は
延

べ
８９
例
が
陽
性
と
な
り
ま
し
た（
表
）。１９
年
４
月

以
降
の
延
べ
陽
性
件
数
１
９
９
例
の
う
ち
４４
・

７
％
を
占
め
ま
し
た
。い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
地
域
か

ら
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物
を
介
し
て
日
本
国
内
に

ア
フ
リ
カ
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
リ
ス
ク
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
農
水
省
は
ウ
イ
ル
ス
侵
入
防
止
の
取
り
組
み

と
し
て
海
外
旅
行
者
へ
の
注
意
喚
起
を
強
化

し
て
い
ま
す
。空
港
等
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
豚

熱
発
生
国
か
ら
の
日
本
国
内
へ
の
肉
製
品
の
持

ち
込
み
防
止
を
目
的
と
し
た
検
査
の
強
化
、空

港
で
の
靴
底
の
消
毒
、日
本
国
内
で
の
農
場
施

設
へ
の
不
要
な
立
入
禁
止
の
要
請
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
１８
年
に
国
内
で
豚
熱
が
発
生
し
た
際
、豚
熱

ウ
イ
ル
ス
が
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
介
し
て
養
豚
場

に
広
が
っ
た
点
を
踏
ま
え
、登
山
者
や
キ
ャ
ン

プ
利
用
者
に
対
し
て
、肉
製
品
を
含
む
食
品
の

廃
棄
禁
止
、使
用
し
た
靴
裏
の
汚
れ
落
と
し
、

消
毒
・
洗
浄
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

　
養
豚
場
で
想
定
さ
れ
る
豚
舎
へ
の
ア
フ
リ
カ
豚

熱
ウ
イ
ル
ス
侵
入
経
路
と
し
て
は
、豚
熱
ウ
イ
ル

ス
の
侵
入
経
路
と
同
様
、①
イ
ノ
シ
シ
、そ
の
他

野
生
動
物
を
介
し
た
豚
舎
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
持
ち

込
み
②
人
や
衣
類
、機
材
等
を
介
し
た
豚
舎
内
へ

の
ウ
イ
ル
ス
持
ち
込
み
③
水
を
介
し
た
豚
舎
内
へ

の
ウ
イ
ル
ス
持
ち
込
み―

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守

が
、ア
フ
リ
カ
豚
熱
と
豚
熱
の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を

防
ぐ
対
策
に
な
り
え
ま
す
。農
場
外
か
ら
病
原
体

を「
入
れ
な
い
、増
や
さ
な
い
、持
ち
出
さ
な
い
」取

り
組
み
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。さ
ら
に
、ア
フ
リ

カ
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
海
外
肉
製
品
の

農
場
へ
の
持
ち
込
み
禁
止
、農
場
関
係
者
以
外
の

　
ア
フ
リ
カ
豚
熱
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
起
源
を

持
ち
、豚
や
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
と
し
て
知
ら
れ
、発

熱
や
全
身
性
の
出
血
性
病
変
を
特
徴
と
す
る
致

死
率
の
高
い
病
気
で
す
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
以
外
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
南

米
な
ど
で
散
発
的
に
発
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、イ

タ
リ
ア
の
サ
ル
ジ
ニ
ア
島
以
外
で
は
撲
滅
し
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、２
０
０
７
年
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
の
発
生
を
機
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地

域
で
拡
大
を
続
け
、現
在
は
イ
タ
リ
ア
、ド
イ
ツ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ま
で
発
生
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
ア
フ
リ
カ
豚
熱
発
生
は
、①
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
感
染
個
体
数
の
増
加
②
養
豚
場
で

発
生―

と
い
う
順
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。ド
イ

ツ
国
内
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
付
近
で
の
発

生
だ
け
で
は
な
く
、オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
国

境
付
近
で
の
発
生
も
報
告
さ
れ
、さ
ら
な
る
発
生

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、ロ
シ
ア
国
内
で
の
発
生
拡

大
を
受
け
、１８
年
に
中
国
で
、１９
年
に
韓
国
で
発

生
し
ま
し
た
。日
本
の
近
隣
国
で
の
発
生
が
継
続

し
て
お
り
、現
時
点
で
は
ア
ジ
ア
地
域
で
ア
フ
リ

カ
豚
熱
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
国
は
日
本
、台

湾
、ス
リ
ラ
ン
カ
に
限
ら
れ
て
い
ま
す（
図
１
．ア
フ

リ
カ
豚
熱
の
発
生
拡
大
状
況
▼
▼
▼
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定

公
開
）

　
韓
国
で
は
、１９
年
に
北
朝
鮮
国
境
に
近
い
養
豚

場
で
の
発
生
以
降
、養
豚
場
や
野
生
イ
ノ
シ
シ
で

は
じ
め
に

1

韓
国
で
の
発
生
状
況

2

農
場
敷
地
へ
の
立
入
禁
止
、獣
害
フ
ェ
ン
ス
に
よ

る
野
生
動
物
侵
入
防
止
策
の
定
期
的
な
補
改
修

等
も
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

旅
客
手
荷
物
等
の

ア
フ
リ
カ
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
検
査

3

日
本
国
内
へ
の
侵
入
防
止
対
策

4
豚
舎
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
に
は

5

アフリカ豚熱の発生状況
日本国内への侵入を防ぐためには

大韓民国
Republic of Korea

の
検
出
が
継
続
し
て
い
ま
す
。２４
年
に
入
り
、半

島
中
部
に
位
置
す
る
慶
尚
北
道
の
養
豚
場
で
延

べ
５
事
例
の
発
生
を
確
認
し
ま
し
た（
図
２
）。

　
発
生
増
加
の
要
因
は
、野
生
イ
ノ
シ
シ
の
検
出

地
域
が
南
下
し
、当
該
地
域
で
ア
フ
リ
カ
豚
熱
に

感
染
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
が
増
え
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。養
豚
場
周
辺
に
常
に
ア
フ
リ

カ
豚
熱
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
状
態
と
な
り
、農
場
・
豚

舎
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、半
島
南
部
の
釜
山
で
も
２４
年
２
〜
４

▼
▼
▼
Ｗｅ
ｂ
限
定
公
開

図
１
．ア
フ
リ
カ
豚
熱
の

　
　 

発
生
拡
大
状
況

（
出
典

：農
水
省
）

③水の消毒

ウイルス感染

イノシシ

2重の衛生対策
（衛生管理区域進入時、豚舎立入時）

これらの対策はアフリカ豚熱、豚熱予防に役立ちます

豚舎衛生管理区域境界

③ウイルスで汚染
　された沢水の直接
　給与

②ウイルスに触れた
　人・車・衣服・靴・
　資材を介した侵入

①ウイルスに感染した
　イノシシ・野生動物
　の侵入

①豚舎周囲除草・整理整頓
　畜舎出入口の常時閉鎖
　防鳥ネットの設置
　畜舎破損箇所の修繕
　床面を介した雨水等侵入防止

①侵入防止
　フェンス設置

②車両消毒
　手指消毒
　衣服・靴の交換

②手指消毒
　衣服の交換
　長靴の交換

農場・豚舎へのウイルスの侵入経路と
予防対策の重要ポイント

vol.19
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鹿
屋
農
業
高
等
学
校
は
畜
産
、
農
業
、

園
芸
、
農
業
機
械
、
農
林
環
境
、
食
と

生
活
の
６
学
科
を
そ
ろ
え
る
。
和
牛
経

営
な
ど
農
業
の
盛
ん
な
肝
属
地
域
に
校

舎
を
構
え
る
同
校
に
は
、
離
島
も
含
む

県
内
外
か
ら
専
門
的
な
農
業
を
学
ぶ
た

め
に
意
欲
あ
る
生
徒
が
集
う
。

畜
産
科
は
3
年
生
33
人
、
2
年
生
20

人
、
１
年
生
15
人
が
所
属
し
、
和
牛
91

頭
、
交
雑
種
2
頭
を
飼
養
。
後
輩
へ
の

知
識
と
技
術
の
継
承
を
図
る
た
め
、
３

学
年
で
の
合
同
実
習
に
力
を
入
れ
る
。

同
科
の
特
徴
の
一
つ
に
、
和
牛
の
生
産

か
ら
育
成
、
肥
育
ま
で
の
一
貫
経
営
を
学

べ
る
環
境
が
あ
る
。
実
習
を
通
し
て
、
子

牛
や
肥
育
牛
の
出
荷
な
ど
も
経
験
す
る
。

和
牛
一
貫
経
営
を
学
べ
る
環
境

県
内
外
か
ら
生
徒
集
う

うちの学校

創立１２９年の歴史と伝統を誇る鹿児島県立鹿屋農業高等学校。

畜産科では肉用牛、酪農、養豚、養鶏と畜産主要部門を全て学べる。

そして、専攻学習により、畜産業を支えるスペシャリストを育成する。

部活動として「鹿児島黒牛研究部」で和牛について学びをさらに深め、

同部は２０２３年度の第７回和牛甲子園で総合評価部門「最優秀賞」に輝いた。

和牛の飼養に汗を流す“高校牛児”の取り組みを紹介する。

近
年
は
受
精
卵
で
の
牛
の
生
産
も
始
め

た
。
畜
産
科
の
篠
原
道
明
先
生
は「
一
貫

体
制
を
通
し
て
、
生
徒
自
身
で
育
て
た

牛
が
、
ど
ん
な
肉
に
な
る
の
か
を
学
べ
る
。

３
年
間
の
限
ら
れ
た
期
間
で
す
が
、
次
の

学
年
や
世
代
に
牛
を
つ
な
ぐ
経
験
も
重
要

な
学
習
で
す
」と
話
す
。

牛
の
管
理
は
専
攻
班
の
当
番
活
動
と
、

部
活
動
の「
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
」で
実

施
す
る
。
部
は
現
在
、
３
年
生
６
人
、

２
年
生
１
人
、
１
年
生
３
人
で
活
動
し
て

お
り
、
生
徒
は
自
主
的
に
昼
休
み
や
休
日

に
も
集
ま
り
、
子
牛
の
哺
乳
や
給
餌
、
草

入
れ
な
ど
の
管
理
を
欠
か
さ
な
い
。
増
永

泰
久
校
長
は「
夏
休
み
も
暑
い
中
、
世
話

を
し
て
い
る
生
徒
を
見
て
い
る
と
、
本
当

に
牛
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
」と
話
す
。

きてみて！

鹿児島県立鹿屋農業高等学校
かのや

増永泰久
校長特　徴

文部科学省から農業経営者育成高等学校の指定
を受け、農業のスペシャリスト育成を目指す。農業
科、園芸科、畜産科の生徒は１年次に「責善寮」
に入寮し、農業者としての資質を養成する。遠隔
地出身者向けの寄宿舎もある。

鹿児島県立
鹿屋農業高等学校

校　名

鹿児島県鹿屋市寿２丁目１７番５号

所在地

明治２８（1895）年5月1日

創　立

 427名
（2024年４月時点）

生徒数

畜産科、農業科、園芸科、農業機械科、

農林環境科、食と生活科

学　科

鹿屋市

鹿児島県

き
も
つ
き
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過
去
の
和
牛
甲
子
園
で
好
成
績
を
残
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
同
校
に
は
地
域
か

ら
注
目
が
集
ま
る
。
第
７
回
和
牛
甲
子
園

に
出
品
し
、
校
訓
の
一
つ
を
冠
し
た「
誠
実

号
」は
地
域
の
血
統
を
利
用
し
た
受
精
卵

移
植
で
誕
生
し
た
。
地
元
農
家
の
勧
め
で

４
年
前
か
ら
計
画
し
、
学
校
で
生
ま
れ
た

牛
が
好
成
績
だ
っ
た
こ
と
で
、
大
会
後
は

地
元
か
ら
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

　
同
校
の
卒
業
生
に
は
、
肝
属
地
域
の
和

牛
農
家
が
多
く
、
農
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
直
接
受
け
る
機
会
も
あ
る
。
牛
の
選
抜

や
給
餌
に
つ
い
て
の
助
言
の
他
、
超
音
波

を
使
っ
た
肉
質
の
検
査
を
卒
業
生
の
農
家

か
ら
学
ん
だ
。
篠
原
先
生
は「
地
元
農
家

や
先
輩
が
つ
な
い
で
き
た
和
牛
を
大
切
に

飼
い
、
守
っ
て
い
く
意
識
が
育
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
和
牛
の
生
産
、
加
工
か
ら
販
売
ま
で
を

行
う
地
元
企
業
と
の
連
携
も
実
施
。
農
業

高
校
向
け
の
枝
肉
共
励
会
へ
の
参
加
や
、

バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
た
勉
強
会
、
枝
肉
の
断

面
を
生
徒
が
確
認
す
る
活
動
も
行
っ
て
き

た
。
増
永
校
長
は「
生
徒
の
努
力
に
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
良
い
結
果
が
つ
い
て
く
る
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
」と
笑
顔
で
話

し
た
。

広
が
る
地
域
と
の
連
携

先
輩
の
思
い
を
つ
な
ぐ

第７回和牛甲子園で最優秀賞地元農家や企業からの応援

　竹林面積全国１位の鹿児島県の資源
活用を目的に、地元企業と連携して竹
の活用を進めている。豚肉で肉質向上
効果が確認されている、サイレージ化し
た竹の肥育牛への給与を試験中。脂
肪の質に影響するとされるオレイン酸の
含有量アップが期待できる。敷料に竹
を追加し、消臭効果も検証する
など、無駄のない地域資源
活用を目指している。

竹を活用した飼料

牛の食い込みも良いという

　取材当日、第7回和牛甲子園の副賞
授与式が開かれた。全農畜産サービス
株式会社の田野倉忠之専務が、牛の様
子が遠隔で確認できる養牛カメラの
CAME1000（カメセン）を学生に授与。
田野倉専務は「引き続き、畜産への取り
組みに力を入れてほしい」と激励した。３

年生の森元陽哉さんは「次の大会
に向け、自信のある品質に仕
上げているところ。枝肉
で満点を取り、完全優勝

したい」と力を込めた。

副賞を手渡す田野倉専務（左）

「養牛カメラ」を生かし、
次回大会で完全優勝を目指す

実家も農家で、
寝ても覚めても
牛との生活が
楽しい

毎日学校で、
部員と牛と

顔を合わせるのが
喜び

和 牛 甲 子 園 の 副 賞 授 与 式 地 域 資 源 の 「 竹 」 活 用 を 研 究
かわいい牛と
会えるから、
毎日の世話も
やりがいがある！

牛には手を
掛けただけ、
結果で返って
くるのが面白い

　
24
年
１
月
の
第
７
回
和
牛
甲
子
園
で
、

鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
は
取
組
評
価
と
枝
肉

評
価
を
合
わ
せ
た
総
合
評
価
部
門
で
悲
願

の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
取
組
評
価
部
門

で
は
、
飼
料
価
格
高
騰
を
受
け
て
、
地
域

の
未
利
用
資
源
で
あ
る
竹
の
活
用
に
加
え
、

受
精
卵
移
植
活
用
の
取
り
組
み
な
ど
が
評

価
さ
れ
審
査
員
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
。
枝

肉
評
価
部
門
で
は
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
篠

原
先
生
は「
生
徒
が
牛
を
毎
日
見
る
こ
と

で
日
々
の
変
化
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
牛

自
ら
が
生
徒
に
寄
っ
て
く
る
ほ
ど
の
関
係

性
を
つ
く
っ
て
い
る
。
丁
寧
な
管
理
が
結
果

に
結
び
つ
い
た
」と
振
り
返
る
。

　
同
部
は
第
８
回
和
牛
甲
子
園
で
の
連
覇

や
今
後
の
共
励
会
で
の
受
賞
を
見
据
え
、

生
徒
は
夏
休
み
も
牛
の
世
話
を
す
る
た
め
に

学
校
に
通
う
。
生
徒
の
一
人
は「
前
回
大
会

で
他
校
の
飼
養
環
境
な
ど
が
刺
激
に
な
っ

た
。
次
は
前
回
の
自
分
た
ち
を
超
え
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
」と
意
気
込
む
。

　
一
方
で
篠
原
先
生
は「
大
会
の
結
果
が

全
て
で
は
な
く
、
ま
ず
は
牛
の
命
を
大
切

に
扱
っ
て
出
荷
す
る
ま
で
を
や
り
き
る
こ

と
が
大
切
。
そ
の
上
で
楽
し
ん
で
仕
事
が

で
き
る
よ
う
な
人
に
育
っ
て
いっ
て
ほ
し
い
」

と
指
導
す
る
。

枝
肉
評
価
部
門
で
他
を
圧
倒

丁
寧
な
管
理
が
実
を
結
ぶ

畜産科 学科主任
篠原道明先生

森元 陽哉さん
もりもと　はる や

浦﨑 聖斗さん
うらさき  まさ  と

命を扱う自覚を持って、楽しんで仕事のできる人になろう

長嶺 葉月さん
ながみね はづき

門原 真央さん
かどはら　ま  お
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養
鶏
業
界
の
気
に
な
る
話
題
を
ま
と
め
て
解
説

Ｊ
Ａ
全
農
畜
産
生
産
部
は
２
０
２
４
年
９
月
９
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
、「
全
農
養
鶏
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
４
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し

た
。業
界
の
気
に
な
る
話
題
を
一
度
に
学
べ
る
セ

ミ
ナ
ー
と
い
う
こ
と
で
、多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、配
信
し
た
セ

ミ
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相
場
が
高
騰
し
て
い
た
も
の
の
、直
近
に
関
し

て
は
、米
国
・
南
米
と
も
に
順
調
な
作
柄
予
想

で
、ま
た
、中
国
の
輸
入
需
要
も
一
定
落
ち
着

い
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、相
場
は
落
ち
着

い
て
き
て
い
ま
す
。

　
大
豆
に
つ
い
て
も
同
様
に
、米
国
の
順
調
な

作
柄
予
想
が
、シ
カ
ゴ
相
場
に
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、米
国
で
は
再
生
可
能
ディ
ー
ゼ
ル

（RD: Renew
able Diesel

）・持
続
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
の
航
空
燃
料
（S

A
F

：

Sustainable Aviation Fuel

）向
け
の
大
豆

油
の
需
要
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、こ
れ
に

　
飼
料
価
格
に
大
き
く
影
響
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
と
大
豆
の
直
近
情
勢
に
つ
い
て
、全
農
の

原
料
部
門
よ
り
解
説
を
し
ま
し
た
。ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
つ
い
て
は
20
〜
22
年
に
か
け
て
、シ
カ
ゴ

伴
い
新
規
搾
油
工
場
の
建
設
が
進
む
な
ど
、情

勢
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
て
お
り
、今
後
の
情

勢
が
注
目
さ
れ
ま
す（
図
１
）。

　
直
近
の
鶏
卵
の
需
給
動
向
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ

全
農
た
ま
ご
㈱
か
ら
解
説
を
し
ま
し
た
。22

年
に
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
か
ら
、直
後
の
23
年
の
鶏
卵
相
場
は
高

騰
し
、結
果
的
に
国
内
の
鶏
卵
消
費
量
は
22
年

以
前
と
比
べ
て
縮
小
し
ま
し
た
。そ
の
後
、国

内
の
飼
養
羽
数
は
徐
々
に
戻
っ
て
き
た
も
の

の
、22
年
以
前
の
水
準
ま
で
は
戻
っ
て
い
ま
せ

ん（
図
２
）。

全
農
養
鶏
セ
ミ
ナ
ー 

２
０
２
４

直
近
の

飼
料
原
料
情
勢

1 期
間  
２
０
２
４
年
９
月
９
日
〜
９
月
30
日

方
法  

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
　
参
加
費  

無
料

テーマ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

3
テーマ

　
需
要
面
に
つ
い
て
み
る
と
、家
計
消
費
は
22

年
以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
お
り
、外
食
向
け
に

つ
い
て
も
比
較
的
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
加
工
向
け
は
当
時
の
卵
価
高
騰
の
影

響
に
よ
り
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
は
じ
め
惣
菜
や
製

菓
、製
パ
ン
等
に
使
用
さ
れ
る
卵
の
使
用
割
合

が
減
少
し
た
状
態
か
ら
戻
っ
て
き
て
い
ま
せ

ん
。結
果
国
内
需
要
は
22
年
以
前
と
比
べ
て
縮

小
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
24
年
８
月
末
の
直
近
の
状
況
と
し
て
は
、猛

暑
に
よ
る
産
卵
率
低
下
や
空
舎
延
長
事
業
の

影
響
も
あ
り
、需
給
は
引
き
締
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、下
半
期
に
は
需
要
の

回
復
以
上
に
国
内
の
飼
養
羽
数
も
右
肩
上
が

り
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、業

界
と
し
て
、引
き
続
き
消
費
拡
大
を
促
す
と
共

に
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、全
農
ク
リ

ニ
ッ
ク
東
日
本
分
室
か
ら
昨
シ
ー
ズ
ン
の
振
り

返
り
と
、鶏
舎
に
野
生
動
物
を
侵
入
さ
せ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、全
農
畜
産
サ
ー

ビ
ス
㈱
か
ら
鶏
舎
へ
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
用
フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
と
音
撃
カ
ラ
ス
ス
ナ
イ

パ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
も
、農
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
、ま
た
野
鳥
で
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
が
多
数
報
告
さ
れ
、ま
す

ま
す
防
疫
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
も
、鶏
舎
内
へ
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
取
り
組
み
は
最
重
要
で
す
。鶏
舎

周
り
の
目
視
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
使
う
こ
と

で
、今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
リ
ス
ク
の
削
減

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
鶏
舎
へ
の

フィ
ル
タ
ー
設
置
や
、A
I
を
使
っ
た
カ
ラ
ス
の

撃
退
な
ど
新
た
な
防
疫
対
策
の
方
法
も
実
用

化
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
1
、写
真
2
）。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

取
り
組
み
事
例
は
、全
農
の
運
営
す
る
畜
産

情
報
サ
イ
ト
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト（https://

jaccnet.zennoh.or.jp/

）に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
か
ら
は
、全
農
が
提

供
す
る
技
術
情
報
誌
の
紹
介
と
農
場
で
の
取

り
組
み
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。本
誌
で
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
優
良
事
例
や
技
術
情
報
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
本
年
４
月
か
ら

は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
り
、過
去

の
情
報
も
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
簡
単
に
探
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真1．鶏舎での野生動物侵入防止の取り組み例

図１．米国大豆搾油工場の増加

写真2．入気口へのフィルターの設置

対策前 対策後

図2．国内の飼養羽数と鶏卵相場

鶏
卵
の
需
給
動
向
と

今
後
の
見
通
し

2
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申込
方法

以下の二次元コードから申し込みをお願いします。

ID：youtonseminar
PASS：zennoh2024

申し込みいただくと、登録したメールアドレス宛に参加者専用サイトＵＲＬへの案内が届きます。セミ
ナー当日は現地あるいはそのオンラインサイト（Webex）よりセミナーに参加してください。参加者専用
サイトには、アンケート用の二次元コードも掲載しますので、ご記入ください。後日配信されるYouTube
視聴希望の方には、別途アクセス用ＵＲＬを連絡します。

牛

全農養豚セミナー
開催のご案内2024 2024

in東京
大手町第18回 第17回

全農酪農セミナー
開催のご案内

in北海道
札幌

開催日時 2024年11月21日（木）13：00～17：00（受付開始12：30）

開催方法 現地開催とオンライン（Webex）のハイブリッドおよび後日YouTube配信（11/27～12/13）

開催場所 大手町ファーストスクエアカンファレンス（２F）
東京都千代田区大手町1丁目5-1

参加費 無料

対象者 ハイコープ種豚利用農場、くみあい配合飼料利用農場、JAグループ養豚担当者

申込期限 2024年10月31日（木）

※上記以外の方の参加はご遠慮いただいております。

駐車場はホテル内、またはタイムズステーション
さっぽろ創世スクエア（札幌市中央区北１条西1-6）

開催日時 2024年12月3日（火）10：00～16：30（受付開始9：30、昼食付）

開催方法 現地開催と後日Web配信（12/9～1/10）

開催場所 ニューオータニイン札幌 2階 鶴の間
北海道札幌市中央区北２条西１丁目１-１

参加費 無料

対象者 JAグループ職員および酪農関係者

申込期限 2024年11月26日（火）
申込方法は下欄に記載

申込方法は下欄に記載

セミナー内容（予定）
１．Web PICS2023年データ集計結果概要報告

２．事例発表：生産性向上の取り組みについて発表
　（１）有限会社鈴木ビビッドファーム　　（２）有限会社クリーンポーク豊丘

セミナー内容（予定）

ALICは、我が国の農畜産業及び関連産業の健全な発展と国民
消費生活の安定を目的とし、国内生産者などの経営安定対策や
畜産物の価格安定対策を担う重要な組織です。講師はこれまで
ALICで国内外の畜産物需給に係る情報収集提供などの業務を
歴任し、我が国の輸入豚肉を含む豚肉情勢に精通されています。
最近の豚価情勢や直近の輸入豚肉情勢等についてご講演いた
だきます。

講師は昨年までスペインのマドリード、コンプルテンセ大学(ASFの
WOAHリファレンスラボ)にてアジア・ヨーロッパのASF・CSFのご
研究をされておりました。今後、国内での発生が危惧されている
ASFについて最新の知見をお持ちです。国内外のCSFとASFの
最新情報についてご紹介いただきます。

３．特別講演
　  （１）「豚肉の需給動向について
　　　   ～輸入豚肉をめぐる情勢を中心に～」
　　　独立行政法人農畜産振興機構（ALIC）　大内田 一弘 氏

　（２）「アフリカ豚熱および豚熱情勢」
　　　 鹿児島大学共同獣医学部　特任助教　伊藤 聡 氏

　（３）「デンマークにおける養豚アニマルウェルフェア調査報告」
　　　  　　　    ＪＡ全農飼料畜産中央研究所 養豚研究室

定員
150人

申込
方法

以下の二次元コードから申し込みをお願いします。
申し込みフォームに必要事項をご記入いただき、セミナー当日
に現地にてご参加ください。もしくは、後日（12/9～1/10）の
Web配信でセミナーをご視聴ください。Web配信期間中は、繰
り返し視聴することができます。

※ご視聴後は、アンケートにご回答ください。セミナー内容に関するご質
問等がございましたらアンケートからご記入ください。後日、担当者から
回答します。

定員
150人

　今回の演者であるリック・グラント
氏はウィリアム・マイナー農業研究
所で20年間学長を務め、昨年退任されました。カウコンフォー
トの追求で乳牛の生産性向上に貢献し、また乳牛における粗
飼料の利用性についても研究を重ねられてきました。
　本セミナーでは世界の酪農で課題となっている暑熱ストレ
スによる牛の行動変化とその対策方法、また全農と行ってき
た共同研究の歴史と現在の研究への応用について講演して
いただきます。

講座タイトル 講座内容

リック・グラント学長
退任記念講演

乳牛の生産効率を最大限に引き出すためには快適に過ごせる環境を
提供することが重要です。暑熱対策について、休息・食事・社会行動な
ど牛が自然に過ごせる環境を提供するという観点からご紹介します。

ウィリアム・マイナー農業研究所と全農の共同研究は1996年にスタート
し、酪農の生産性向上を目指してさまざまな研究に取り組んできました。28
年の歴史を振り返るとともに、最近の研究成果についてご紹介します。

　● 泌乳期および移行期におけるデンプンの利用性
　● 移行期の代謝タンパク給与水準についての検討
　● 粗飼料の消化性を考慮した給与飼料成分の検討

①暑熱時における乳牛の行動変化と
　カウコンフォートによる対策について

②ウィリアム・マイナー農業研究所と全農の
　共同研究28年の歴史

講師：リック・グラント氏
（ウィリアム・マイナー農業研究所 理事）
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NEWS NEWS

農場のすぐ近くまで来ている可能性が
十分にあります。

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）ウイルスは、

ウイルスの鶏舎への侵入機会を減らすことが、発生リスクを下げることにつながります。
鶏舎を家畜防疫の最後の砦と捉えて、防疫徹底によりウイルスの侵入を防ぎましょう。
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養鶏生産者、関係者の皆様へ

防
疫
徹
底
の
重
要
性

農場、関連施設にウイルスを
2023-24シーズンの
鳥インフルエンザの発生状況

渡り鳥の主な飛行ルート

※番号は発生が確認された順番

関係者一丸となって防疫対策の
徹底に取り組みましょう。

持ち込まない 持ち出さない広げない

① ②

⑤

③⑥
⑧’⑧

⑩

⑦

⑪
④

⑨

⑨’

赤：発生農場

青：関連

2024-25シーズンも
10月以降、渡り鳥とともに
鳥インフルエンザウイルスが

国内に侵入すると
考えられます。

確実性の高い防疫対策の実施鶏舎への野生動物を介した侵入防止
　少しの工夫で対策可能な場所もありま
す。分かりやすく解説した『飼養衛生管理
基準ガイドブック（鶏その他家きん編）』も
参考にしてください。

ガイドブック

　鶏舎に野生動物
が侵入していません
か？ 隙間は早急に
塞いでリスクの侵入
を防ぎましょう。

効果的な防疫資材の利用

　水に溶解するとpH12以上の強アルカ
リ溶液となり、高い消毒作用を持ちます。
さらに踏み込み消毒時などに、逆性石け
んへ添加することで、低温下、有機物混入
時もpHの低下を抑え、消毒効果を持続さ
せます。

逆性石けんのアルカリ化で
消毒効果の強化（踏込み槽など）

フィーネナチュラルFNPパウダー
　散布した消石灰が消
毒効果の高いpH12以
上を維持できているの
か目視し、より効果的
な石灰散布が実施でき
ます。

リトアクア

目視での消石灰の
効果確認

渡
り
鳥
の
飛
来
状
況

可
視
化
の
取
り
組
み

可視化した
飛来状況

JACCネット

2023-24シーズン データの紹介（北海道の例）

日本

2023/9/10 2023/9/30 2023/10/20

2023/11/30 2024/2/20 2024/4/20

　北海道では23年9月下旬から美唄市の宮島沼にマガンを主とした渡り鳥の飛来が観察されました（9/30,10/20）。また同じ
時期、根釧地域でもハクチョウなどの渡り鳥が飛来しています（10/20）。その後、いったん観測数は減ったものの、再度4月に渡
り鳥の飛来が認められました（4/20）。

鳥インフルエンザ検査優先種について
検査優先種1●鳥インフルエンザに感受性が高く、死亡野鳥等の調査で検出しやすいと考えれられる19種（例：マガン、コハクチョウ、ヒドリガモ、

オオタカ、ハヤブサ等）
検査優先種2●さらに発見の可能性を高めることを目的とした8種（例：マガモ、オナガガモ、オオワシ、フクロウ等）
検査優先種3●感染の広がりを把握することを目的とした鳥類（例：カルガモ、カワウ、ハシボソガラス、ハジブトガラス等）

青 赤 紫

石灰に2～3滴
滴下

石灰 石灰

PH12以上
石灰効果あり

PH11以下
石灰散布推奨

pH12
以上

POI
NT

スノコを利用した
長靴の履き替え

元データ
渡り鳥の
飛来状況

環境省
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薩

肉牛枝肉共励会情報

肉牛枝肉共励会・子牛市場情報

　平素より格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。
　『肉牛枝肉共励会情報』について、「ちくさんクラブ21」150号（令和６年７月号）で掲載中止をご案内
しておりましたが、今後はＪＡ全農主催の共励会情報をご案内させていただきます。
　ＪＡＣＣネットでは今後、ＪＡ全農主催共励会の最新情報や歴代の褒賞一覧などをご覧いただけるよう
にリニューアルします。
　引き続き「ちくさんクラブ21」・ＪＡＣＣネットのご愛読をよろしくお願い申し上げます。

お知らせ

JA全農が提供する畜産総合情報サイト「JACCネット」             　   https://jaccnet.zennoh.or.jp/

子牛市場情報
和牛素牛全国主要市場成績令和6年8月度　―雌・去勢計の高値上位15市場（8月30日時点）―

豚熱ウイルスの検出状況
（令和６年８月時点）

飼養豚陽性発生県
【22都県】（飼養頭数3,260,730頭（全国の37.1％））

野生イノシシ陽性発生県　　（沖縄を除く）、
【38都府県】（飼養頭数4,596,260頭（全国の52.2％））

飼養豚へのワクチン接種推奨地域　　、　　、
【46都府県】（飼養頭数8,045,460頭（全国の91.4％））

野生イノシシからの
豚熱ウイルス検出が発生しています

農場に豚熱ウイルスを侵入させないための
防疫対策の基本を徹底しましょう！

5月 佐賀県

6月 愛媛県

8月 青森県

ウイルスを入れない
野生動物対策
●衛生管理区域境界部分フェンス設置
●農場・畜舎周囲の除草・整理整頓
●畜舎、堆肥舎への防鳥ネット設置
●畜舎破損箇所の修繕
●畜舎床面を介した雨水等侵入防止

ウイルスを広げない

ウイルスを増やさない人・車両・資材を介した持ち込み対策
●人、車両立入り規制、入場履歴記録
●農場内に人が入る場合は手指消毒、専用衣服・靴の着用
●農場内に車出入時は動力噴霧器による薬液消毒、資材搬入時消毒
●外部導入豚は一定期間在来豚と隔離

分かりやすく解説した『飼養衛生管理基準ガイドブック（豚、いのしし編）』

●畜舎毎に専用の手指消毒薬、衣服・長靴を設置・使用、畜舎内外
衣服・長靴の交差汚染防止

●畜舎毎に踏込消毒槽を設置・使用
●毎日の豚の健康観察と記録
●畜舎が空になったら必ず清掃・消毒
●ネズミ、ハエの定期的な駆除

●過密をさけ、適切な密度で飼育
●調子の悪い個体の早期発見・対応
●暑すぎ、寒すぎ、換気不足、すきま風、これらを避けた良い環境での飼育
●畜舎の定期的な掃除

※飼養頭数は、R6畜産統計・速報値を基に計算
出典：農林水産省Webサイト
　　  （https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/）
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7月の全国豚と畜頭数は、1,311千頭（前年比105.1%）。
地域別では、東北地方以外で大きく増えた。
7月の輸入通関実績は、豚肉全体で86.3千t（前年比
115.1%、前月比105.6%）。チルドが27.8千t（同91.9%、
同92.1%）、フローズンは58.4千t（同130.9%、同113.5%）
となった。国別は、チルドではメキシコが増えた。フローズ
ンではスペイン、米国、デンマーク、カナダが増えた。
総務省発表の7月度家計調査報告によると、全国二人
以上の1世帯当たり豚肉購入数量は1,702g（前年比
96.4%）、支出金額が2,724円（同101.0%）となった。
8月の東京市場枝肉卸売価格（速報値；8月31日時点）

は、764円/㎏（前年比107.6%）と前年を上回った。前月に
続き酷暑の影響から肉豚の成育不良で出荷頭数が伸び悩
んだことに加え、地震や台風への備蓄需要で月初から中旬
にかけて800円/㎏前後で推移した。中旬以降は、需要が
落ち着いたことに加え、東日本で酷暑が和らぎ出荷頭数が
回復基調となったため需給が緩んだ。700円/㎏を下回っ
て推移した。
9月は、学校給食の全国的な再開や3連休等での行楽
需要など需要増に期待ができるが、全国的に酷暑が和ら
ぐことで肉豚の成育が回復し出荷頭数が前月より増える
見込み。需給は緩み、弱含みで推移する見通しだ。

7月の成牛と畜頭数は、100.1千頭（前年比105.0%）。
和牛が51.1千頭（同111.4%）、交雑牛が22.6千頭（同
98.3%）、乳牛去勢が11.3千頭（同101.4%）となった。
7月の輸入通関実績は49.3千t（前年比127.5%、前月
比103.8%）。チルドが18.9千t（同97.4%、同106.5%）、
フローズンが30.5千t（同157.7%、同102.1%）となっ
た。国別では、チルドはオーストラリア、ニュージーランド
が増加。フローズンはオーストラリアと米国、ニュージー
ランド、カナダが増えた。
総務省発表の7月度家計調査報告によると、全国二人
以上の1世帯当たり牛肉購入量は411g(前年比86.5%）、

支出金額が1,554円（同94.6%）となった。
8月の東京市場枝肉卸売価格（速報値；8月31日時点）
は、和牛去勢A5が2,302円（前年比95.1%）、A4が1,977
円（同97.0%）、交雑去勢B3が1,564円（同109.2%）、乳
牛去勢B2が1,057円（同136.7%）だった。交雑牛は、和
牛代替需要で前年を上回り、前月とほぼ同水準だった。ま
た、乳牛去勢牛は、高騰する輸入品の代替需要が堅調で
前年・前月ともに上回った。9月は、行楽需要などにより需
要増が想定される。和牛は強含み、交雑牛は横ばいの推移
を見込む。乳牛去勢牛は、輸入品の代替需要は継続する
が限定的なため、弱含みの見通し。

　7月の全国の餌付け羽数は、8,414千羽（前年比95.1%）
となり、東日本は前年比93.1%と3カ月連続、西日本も前年
比97.5%と7カ月連続で前年を下回った。
　7月の鶏卵の一人当たり家計消費量は837g（同102.9%）
と、8カ月連続で前年を上った。2022年の水準までは回復し
ていないが家計消費の持ち直しに期待したい。
　8月の東京相場の月間平均はMサイズ217円/kg（前年比
-65円/kg、前月比+17円/kg）となった。供給面においては、
成鶏更新・空舎延長事業（2024年5月13日から6月24日ま
で発動）による生産調整、猛暑による産卵率と個卵重の低下
などの影響を受け、生産量および大玉の減少傾向が継続し
ている。

　需要面においては、量販筋ではお盆と台風特需後も定番
の数量が増加傾向にある。業務・外食筋では月見プロモー
ションに向けて中玉の引き合いが強まっている。加工筋で
は、ボイル用小玉需要から堅調な推移となっている。大玉か
ら小玉にかけて需要が供給を上回っていることから、8月20
日、23日、27日、30日、9月3日、10日に上伸の展開となった。
　今後について、供給面は9月下旬ごろに生産調整からの復
帰が見込まれるものの、残暑の影響により復帰鶏群の生み
出しの遅れや産卵率の低下が続くと考えられる。需要面は、
秋冬メニュー開始といった需要の高まりが期待される。需要
に対して供給不足が継続する可能性が高く、今後の鶏卵相
場は上げ基調またはサイズ間調整で推移することが予想さ
れる。

　生産・処理動向調査によると7月の推計実績は処理羽
数60,828千羽(前年比103.8%）、処理重量182.6千t（同
104.2%）となった。前月時点の計画値より処理羽数は
0.1%の下方修正となり、処理重量は1.2%上方修正され
た。重量ベースでは生鳥の増体性能や飼料の改良が進ん
だことによる餌食いの向上により処理重量が増加したと考
える。
　7月の鶏肉（原料肉）の輸入量は前月から+2.4千tの
51.8千t、国別ではブラジルが前月+0.3千tの35.5千t、タ
イが+2.0千tの15.5千tとなった。
　7月末時点推定期末在庫では国産35.5千t（前年比
115.9%・前月差-1.2千t）、輸入品133.6千t（同103.1%・
同+0.5千t）と、合計で169.1千t（同105.5%・同-0.7千t）
となった。

　8月の月平均相場は、モモ肉613円/㎏（前月差±0円）・
ムネ肉359円/㎏（同+4円）。正肉合計では972円/2㎏と前
月を4円上回り、前年同月を85円下回った。モモ肉相場は
月初612円、月末は621円となり、前年の相場を下回った。
　生産は、各産地の処理羽数増や増体向上等から、全国
的に順調に推移した。モモ肉は年末用の確保があるものの
生鮮で売り切る動きが強く、余剰在庫を持たないように販
促をかけているようだ。ムネ肉は輸入食品全般の価格高騰
等から加工筋向けの引き合いが強まっており、量販店での
動きも活発化している。
　9月は、豚肉から鶏肉への需要シフトが進む予想に加
え、学校給食が再開することから順調に推移する見込み。
モモ肉相場はやや上げの月平均615円、ムネ肉相場は若
干上げの月平均365円と予測。例年通り年末に向け鶏肉
相場は上昇傾向に推移していくと考える。

鶏卵の家計消費量と消費金額（全国1世帯当たり）鶏卵取引価格・全農たまごMサイズ基準値（東京）豚枝肉の家計消費量と消費金額（全国1世帯当たり）
【令和6年10月の相場予想】※東京市場　上物・税込600円 

【令和6年10月の相場予想】　◎モモ肉：625円　◎ムネ肉：370円
牛肉の家計消費量と消費金額（全国1世帯当たり）

ブロイラー（正肉）市況の推移 ブロイラーの家計消費量と消費金額（全国1世帯当たり）

【令和6年10月の相場予想】※東京市場 税込
◎和牛去勢A4：2,000円　◎交雑去勢B3：1,550円　◎乳牛去勢B2：1,000円

豚枝肉「上」の卸売価格（東京食肉市場）

和牛枝肉「去勢A-4」の卸売価格（東京食肉市場）

乳用枝肉「去勢B-2」の卸売販売価格（東京食肉市場）

マーケット情勢（全農畜産総合対策部・9月まとめ） 各畜種の家計消費量・家計消費金額は総務省家計調査より

豚肉 鶏卵

鶏肉牛肉

573
613

714

831 764

550 562

643

697

754

679
710

令和５年令和６年
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　「読者の広場」では前号アンケートで読者の皆さまから届いたご要望やお悩みについて、編集部がお答え

しております。ご回答いただいたアンケートは、今後の誌面制作の際に参考にさせていただいております。

　WEBサイト版ちくさんクラブ21では、これまでに編集部がお答えした内容もお読みいた

だけます。ぜひご活用ください！

※お寄せいただいたご意見・ご要望につきましては、誌面制作の参考とさせ
ていただきます。

「読者の広場」には締め切り日までにいただいた分を掲載しています。

読者からひと言

最近、体外受精にご興味を持たれている生産者さんが

たくさんいらっしゃいます。これからも分かりやすいをモッ

トーに最新の技術情報をお伝えします。

●体外受精卵について以前から興味があり、た

いへん参考になった！
（群馬県・乳牛　牧場王さん）

ランピースキン病という名前は聞き慣れないですよね。

今後も分かりやすくお伝えしてまいります。

●ランピースキン病を疑う症状の記事がとても分

かりやすく勉強になりました。このような病気の

症状の記事があると私達が普段牛を見る時に

思い出しながら見ることができます。もっとたくさ

んの記事を出してもらえるとありがたいです！
（長崎県・肉牛繁殖肥育　ちくわさん）

表紙写真
㈲東北ファームと関係者の皆様、㈲川渕牧場の
川渕貴矢さん、鹿児島県立鹿屋農業高等学校の
皆様

令和６年10月発行（季刊）※本誌の無断転載を禁じます

私たちも毎回、高校生の頑張りを取材するのが
楽しみです！今後も続けていきます。

●「きてみて！うちの学校」を毎回楽しみにしていま

す。まだまだたくさん頑張っている高校生たちがい

ると思うのでこれからも続けてほしいです。
（宮城県・肉牛繁殖　もあいさん）

率直に、うれしいコメントです。。。（涙）

●楽しいテーマが多いので毎月楽しみにしています。
（岡山県・牛　匿名さん）

実は、毎回悩むプレゼント選び。おいしく食べても
らえるとうれしいです。プレゼントに対するコメント
もウェルカムです。

●プレゼントの広島因島のはっさくシャーベットがおい
しそう。実家が福山市なのでいいなぁと思いました。

（長崎県・肉牛肥育　つまようじさん）

編集委員
佐藤哲誠／澤明／森本哲生／嶋亮一／児玉博士／
村越勇人／小野淳也／笹渡翔／皆川修人／藤田瑠美
／高柳真子／泉瑞枝／岩楯かをり

発行元
JA全農畜産生産部推進・商品開発課
東京都千代田区大手町1-3-1
TEL03-6271-8236　FAX03-5218-2526

編集部からのお願い●いただいたアンケートは編集部にてすべて読ませていただいております。届い
たご質問・ご要望には可能な限りお答えし、紙面に反映するようにいたします。

●ぜひ、日ごろの営農でのささいな疑問、悩み、知りたいことを読者アンケートに
てお寄せください！

※締め切りの過ぎたアンケートもご意見・ご質問等を読ませていただきますので、ぜひご回答ください。

150号 読者アンケート編

過去記事検索で見る、
WEB人気ランキング編

実際の農場経営と同規模で質の高い畜産を学ぼうと、地元
宮崎県はもとより県外からも学生たちが集う宮崎県立高鍋
農業高等学校。生徒の皆さんの頑張りを取材しました！

１位 きてみて！うちの学校 
宮崎県立高鍋農業高等学校

ET技術「OPU-IVP（経膣採卵による体外受精卵生産）」の技術情
報とメリットを解説。繁殖技術のトレンドとしてチェックしてみるのは
いかがでしょうか？

4位 ET研便り
体外受精卵の生産技術と受胎率

三重県内統一ブランド豚「伊勢うまし豚」を専
門で生産する上田畜産様を取材。関係者と協
力しながら生産性向上にチャレンジする取り
組みをまとめました。

5位 一生懸命
三重県／上田畜産

毎号、読者からの感想や意見に編集部が答え
ています。皆様の意見は編集部で毎回すべて
読んでいます。要望は可能な限り紙面に反映
するようにいたします！

6位 読者の広場

全農が提供する養豚生産管理システム「Web 
PICS」。日頃記録している成績データを基に
農場の経営分析を行う手法を解説しました。

7位 NEWS
PICS② PICSを活用して課題の把握に努め、
今後の経営方針を検討する

1母豚当たりの離乳頭数が世界1位のデン
マークは、アニマルウェルフェア（AW）の取り
組みが盛んです。デンマークの養豚情勢、AW
への対応状況や課題などを紹介しました。

8位 海外レポート
デンマークにおける養豚情勢と
アニマルウェルフェアへの対応

8月のWEB限定記事として、特集した暑熱対策・資材の特集記事です。

4位 WEB限定記事
もう読んだ？ちくさんクラブ暑熱対策・資材記事まとめ！
 （2024年8月WEB限定掲載）

夏場対策を始めるにあたり、豚からはさまざま
なシグナルが出ています。この記事では、夏場
対策を意識し始める梅雨時期からの対策例を
紹介しました。

5位 教えて！中研（養豚）
暑さに弱い豚を理解し、早め早めの暑熱対策を！ 
（2023年４月掲載）

レイヤーとブロイラーの農場双方に甚大な被害
をもたらす壊死性腸炎。本記事では、腸炎対策
を事例を交えながら、解説しました。

6位
Dr.ジーアのMyカルテ
夏場の鶏の腸炎対策 （2023年7月掲載）

全農基金担当者が「分かりやすく」をテーマに
まとめました。10月からは基金契約を考える
時期ですので改めて内容を把握しましょう！

7位 配合飼料安定基金
概要と現在の情勢を解説 （2023年7月掲載） 

毎年、人と牛を悩ませるサシバエ。成虫が目立
ちますが、根本対策には幼虫や蛹の駆除も重
要です。

8位 教えて！中研（養牛）
夏が来る前にサシバエ対策を！ 
（2023年4月掲載）

肉質改善サプリメント「やわらか3Q」についての
技術記事です。研究所での実証データを基に「や
わらか３Q」の効果を解説しています。

2位
教えて！中研（肉牛）
生産性向上のための技術紹介  肉質改善サプリメント
「やわらか3Q」の黒毛和種繁殖経産牛に対する効果

もう読んだ？

令和６年５月度の子牛市場のランキング表を掲載し
ています。

3位
JACCネット
和牛枝肉共励会・子牛市場情報

3位
近年、農場で多発する牛サルモネラ症は、農場で蔓延
すると農場経営に大きな被害が出ます。主な症状と農
場での対策を確認し、家畜疾病対策を徹底しましょう。

牛サルモネラ症の対策について （2022年8月掲載）
Dr.ジーアのMyカルテ

2位
夏場の暑熱対策は多くの方が悩むポイント。すぐに
行える対策のポイントを紹介しました。日頃の対策の
見直し等に向け、参考にしてください。

教えて！中研（養鶏）
まだ間に合う！鶏舎の夏場対策 （2022年6月掲載）

過去記事は、WEB版から閲覧できます。
読み逃してしまった方は、ぜひWEBでご覧ください。

人気記事ランキング

１位

2年前の記事にもかかわらず、長い間人気です。
昨年は猛暑の影響でサシバエの発生が活発でし
た。疾病の蔓延や家畜のストレスになるサシバエ
の対策を早めに！

教えて！中研（養牛）
梅雨前から始める夏場対策:
夏が来る前にサシバエ対策を！ （2022年4月掲載）
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ちくさんクラブ21及びハガキ・メール、アンケートの個人情報保護法対応
ご提供いただいた個人情報は①誌面企画への反映、②質問に対する回答発送、③意見に対する確認作業、④プレゼント発送に利用いたします。また、この情報はJA全農からの情報提供を
目的として利用させていただくこともあります。個人情報はJA全農個人情報保護方針に基づき厳重に管理いたします。詳しくは「JA全農ホームページ」にあります個人情報に関するご案内をご
覧ください。https://www.zennoh.or.jp

写真はイメージです。プレゼントに卵はついていません。常温、もしくは冷蔵での発送となります。賞
味期限は製造から39日です。

「三沢ブラ
ンド特産品

」認定！

東北ファーム
の

ブランド卵「
味乙女」を

ふんだんに
使用したドー

ナツ

青森県三沢
市

プレゼントの応募方法には〔本誌とじ込みハガキ・QRコード（二次元コード）・ちくさん
クラブ21ホームページのアンケートフォーム〕の三つの方法があります。
「QRコード（二次元コード）」とホームページの「アンケートフォーム」からの応募方法に
ついてご紹介します。

プレゼントの
応募方法

ちくさんクラブ21ホームページの
アンケートフォームからの応募

step

1
step

3

ちくさんクラブ21のホームページから応募の場合
は、画面右上の「アンケートフォーム」をクリックして、
アンケートにお答えください。

皆さまからの応募をお待ちしております！

ちくさんクラブ21のホームページ▶

ここをクリック！

カメラを起動しま
す。（QRコードリー
ダー等のアプリで
も大丈夫です!）

step

2
QRコードをカメラに
近づけます。

step

5
アンケートの必要事項にご記入後、「送信」
ボタンをタップするとプレゼントの応募が完
了します。

※URLの表示はご利用のスマートフォンの機種に
　よって異なります。

ここをタップ!

当選確率アップ！

締め切り
2024年

11月15日（金）
到着分まで

プレゼント p r e s e n t

QRコード（二次元コード）からの応募

step

4
表示されたＵＲＬをタップすると、最新号の
アンケートフォームのページへと移動します。

ＱＲコード（二次元コード）
での応募はこちらから

カメラ

抽選で20名様に
プレゼントが当たります！

読み取ると、画面にちくさんクラブ21
のアンケートフォームのＵＲＬが表示
されます。

本誌に対するご意見や、読者アンケートにお答えをいただいた方の中から、
抽選で全国各地の名産品等をプレゼントします。申し込みはとじ込みハ
ガキ・QRコードをご利用ください。当選者の発表は発送をもって代えさせ
ていただきます。

詳しくは ちくさんクラブ 検 索

P.3「一生懸命」で紹介
東北ファーム様より　

こだわりたまごのドーナツ
７個入り（７種各１個）

１０名様!!

前号
より当選確率アップ！

卵の風味が
濃いピヨ

ふんわりしっとりコケ～

卵にトコトンこだわった焼きドーナツ！

東北ファームのこだわり卵“味乙女”の直売店
こだわりたまごのドーナツは、あじおとめ
ショップのみの販売です。あじおとめショッ
プは、こだわり卵「味乙女」や関連商品、ス
イーツ、おもしろ雑貨が購入できる東北
ファームの直売店です。今回当選された方
もはずれた方も、青森にお越しの際は、ぜ
ひ店舗にお立ち寄りください～

TAMAGO HOUSE
AJIOTOME SHOP
岡三沢店〈三沢市内、桂温泉近く〉

TOHOKU FARM
AJIOTOME SHOP
あおもり駅前店〈「新青森駅」ではなく「青森駅」〉※一部商品はA-FACTORY

（青森市）でも購入できます。
住　　所

営業時間

定  休  日

青森県青森市柳川1-1-5 ＆LOVINA1階

10：00～20：00

休日は＆LOVINAに準ずる

住　　所

営業時間

定  休  日

青森県三沢市岡三沢1-1-84

9：00～18：00

木曜定休

　シンプルに卵の風味が感じられるのはもちろん、ニワトリやヒヨ
コの見た目がチョーカワイイ♪　食べておいしい、見て楽しい♪
卵屋さんが作ったこだわり卵のドーナツです！

店舗情報はこちら

店舗情報はこちら

7種類のラインナップ

青森に
あるピヨ

わーい

すごーい

アンドラ　 ビ 　ナ

鶏チョコ ひよこチョコ プレーン りんご ショコラ チョコがけ
イチゴ

チョコがけ
ココア

2024年４月に、「ちくさんクラブ21」と畜産総合メディア「ＪＡＣＣネット」のホームページ
リニューアルに加え、ＬＩＮＥ公式アカウントを開設しました。使いやすくなったＷＥＢ
メディアを通じて、畜産の“今”をタイムリーにお届けします。ぜひご活用ください。

JA全農が
お届けする 畜産情報WEBメディアが

リニューアルしました！

ワンクリックで
アンケートに
簡単アクセス！

畜産物相場・
飼料情勢など
畜産情報を
毎月発信して
います！

畜種・
キーワードなど
知りたい記事を
検索できる！

最新号をいつでも
読めます！

あなたの
“知りたい”
に答えます

ちくさんクラブ21＆JACCネット

LINE公式アカウント開設‼ 友だち登録はこちらから！

ちくさんクラブ21のホームページでは、WEB限定公開の
記事を定期的に配信しています。WEB限定記事を含む全記
事を無料でお読みいただけます。ぜひご覧ください。

WEB限定記事のお知らせ 　　LINEではWEB限定記事の公開と
セミナー情報をお知らせしています
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メディアを通じて、畜産の“今”をタイムリーにお届けします。ぜひご活用ください。

JA全農が
お届けする 畜産情報WEBメディアが

リニューアルしました！

ワンクリックで
アンケートに
簡単アクセス！

畜産物相場・
飼料情勢など
畜産情報を
毎月発信して
います！

畜種・
キーワードなど
知りたい記事を
検索できる！

最新号をいつでも
読めます！
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に答えます
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